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    開議の宣告 

                               （午前 10 時 00 分開議） 

○議長（村山 昇君）ただいまの出席議員は 12 名です。全員出席ですので、会議は成立いたし

ております。 

これから、本日の会議を開きます。 

 

日程第１ 一般質問 

 

○議長（村山 昇君）それでは、日程第 1、一般質問を行います。順番に発言を許可いたします。 

5番山中馨君の一般質問を許可します。 

5番山中馨君。 

 

山中馨君の一般質問 

 

○５番（山中 馨君）改めましておはようございます。通告に従って私の一般質問をさせてい

ただきます。 

今回はですね、身近な問題を少し集めましての、でございますので、前向きな答弁を期待

いたしまして、質問に入りたいと思います。 

質問事項、1 番の平成 31 年度の主軸事業について、質問要旨（1）球磨郡町村会で県に平

成 31 年度の球磨郡内の主軸事業について要望されているが、本町関連の事項は何を要望さ

れているのかということでございますが、その球磨郡町村会の要望の内容はですね、球磨川

における抜本的な治水対策の促進、球磨地域幹線道路網の整備促進、その他雇用対策の 3項

目のようでした。 

そこでまず球磨川治水ですが、球磨川は水上から球磨村まであるわけでございまして、ま

ずは本町の中でのですね、球磨川治水それに流れ込む 2級河川についてのどのような要望を

考えておられるのか。 

そして、また 31 年度はですね、それをどう解決していかれるのか、町長にお尋ねします。 

○議長（村山 昇君）これより町長、教育長、関係課長の答弁を許可します。 

町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）それでは改めましておはようございます。国と県に要望ということで、

文書は国と県に届けてあるんですが、その文章に入る前に、どういう形でいつも要望をし

ているのかということについて、お話をちょっとしてみたいと思います。そういう時間を

いただければと思います。 

国と県に対する要望なんですが、要望活動は事前に各課から今年の新規事業あるいは継続

事業を含めた主軸事業について各課の意見の集約をして、それを総務課長の方でまとめて、

それを町村会に出して、町村会でまとめて、9 町村一緒にやるというふうな形になっていま

す。 

今年は 7 月 23 日の月曜日だったんですが、熊本県知事と県議会議長に対して要望活動を

行っています。 

1日おきまして、7月 25日水曜日に熊本駅の近くにありますが、九州農政局というのがあ

ります。そちらに要望に上ります。 

そして、そのまま福岡の九州地方整備局に要望活動に行くというそういう形でいつも要望

を行っております。 

中央省庁への要望は、今年は 8月 2日から 3日の 2日間にかけてですね、各省庁を回ると

いうことになりました。これはすべて 9町村長一緒に回るということです。 
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県に対する要望につきましては、同じ日に県議会議長と県知事に要望をいたします。 

これは 2回に分けて要望活動を行いますが、まず最初に、県議会議長の応接室に伺いまし

て、町村会の会長がまずごあいさつをして、そしてそれぞれの町村長が要望を述べるという

形で行います。 

次に、県知事の応接室に伺って、同じ内容の要望を行うということになります。 

国に要望活動する場合は、農政局、熊本にありますが、農政局と福岡の九州整備局の要望、

それ以外では、霞が関の各省庁を回る要望活動があるんですが、その前に県選出の国会議員

の方々に要望書を提出いたしまして、そのあと代議士秘書に同行していただいて、各省庁を

回るという形になります。 

回るのは、国土交通省、農林水産省、総務省、文部省、厚生労働省という形の局でずっと

各局を回るんですが、応対していただくのが各省庁の室長、専門官、課長クラスなんですけ

ど、運がよければ長官とか局長とか、次長、部長クラスに合うこともできます。 

そこでいろんな要望をするわけですが、要望内容は、熊本県、宮崎を結ぶ使用幹線道路で

ある国道 219号線の改良工事、それから歩道の整備のお願い。それから交差点の改良と雇用

対策、球磨川の治水対策、それから地方道の整備に関しまして、多良木町は人吉水上線、そ

れから梶屋多良木線、中河間多良木線、そして県道中島線ですね、そしてほかには大久保線

とか鬼山線、口の坪覚井線いろんな町道がありますので、そういったところの路面の舗装と

か長寿命化あるいは橋梁の修繕、公営住宅の確保、これは昨年・・・さんという局長がいら

っしゃったんですがこちらに行きましたら、今度は今年はですね、・・・さんという住宅総

合整備課長っていうのがいらっしゃって、こちらに住宅関係を要望しております。 

それから国土調査事業と地籍調査のことなんですけど、この国土調査事業これやっている

のが多良木と五木だけがまだ残っておりますので、五木と 2町村で行って、今回私の方で要

望させていただきました。総務省への要望ということになります。この時は大臣官房企画室

の若林さんという方に応対していただきました。 

農林業につきましては、国営川辺川の計画変更後の国営事業の早期完了の要望、それから

百太郎溝の水利施設の整備、農業水利施設保全合理化事業のお願い、農村地域防災・減災事

業、それから団地営農業、それから農村整備事業、林業では、森林基幹道の槻木北線の整備

をお願いしております。 

それから野生鳥獣の被害対策、これは特に最近鵜と川鵜とアナグマの被害が出ているとい

うことで、こちらを中心的に多良木町としてはお願いをしております。 

それから家畜の伝染病対策、それから地域資源を生かした地域の活性化のお願い、その他

では、企業誘致、先ほど議員言われましたが、企業誘致ですね、それから教育支援員などの

予算、あるいはインクルーシブ教育に対する支援、国保、介護保険に対する国の負担割合と

法の整備ですね、そういったものを要望しております。 

具体的な要望の内容につきましては、各課の担当課長の方から答えてもらいますのでよろ

しくお願いいたします。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）大変、親切、丁寧な説明をいただきましてそれではあの各論に入りたい

と思います。 

31 年度のですね、多良木町の管内の河川の対策ですか、それについてお尋ねいたします。 

○議長（村山 昇君）小林環境整備課長。 

○環境整備課長（小林昭洋君）お答えいたします。31 年度へ向けまして現在要望いただいてお

ります球磨川水系の浚渫等がございます。 

こちらにつきましては、柳橋川、仁原川、奥野川、伊良目川、牛繰川を要望してございま

す。 
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特に、先般の 6月豪雨時の災害もあり、早急に実施いただきますよう要求しております。 

現在のところ県の方でございますが、29 年度にも同様にお願いしたところがございます

が、今現在県の方では出来秋以降の事業ということで現在調整中ということでございます。 

今後、今年度からでも事業を、浚渫をお願いできますよう今も調整しているとこでござい

ますが、今のところまだ未確定のところでございます。 

結果、県の方につきましては、その調整中というのが土捨て場の確保が、その調整が難し

いということでございます。 

それでできれば今後、自治体で土捨て場の確保をいただければ優先順位も上がるというこ

とございますので、この辺につきましても検討するところでございます。 

終わります。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）今ですね、中小河川、2 級河川ですけどね、浚渫を要望しているというこ

とでございますが、確かに柳橋川、あすこの仁原川ですね、の打ち出しあたりは確かに土

砂がたまっております。 

これをする前にですね、本当はですね、治水よりですね、本当は枝川内の上流、それから

久米川内川の上流の治山の方を要望された方がいいんじゃないかと私は思っているんですよ。 

というとですね、土砂は必ずその山のくえんと流れてこんとです。それが来て初めて溜ま

る。だからそうなんべんとってあげてもですね、ここではもうイタチごっこで一緒だと思う

んです。 

それとですね、今課長が言われましたようにその土捨て場の問題があるということですけ

ど、その土捨て場の問題、町長、何か目途の立つようなところがあれば。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）それについては今後検討していかなければならないと思っているんで

すが、先ほど言われた久米の 1 区の上の方をですね、堰堤があるところをあそもこかなり

厳しい状態ですし、柳橋川に至ってはかなりの土砂が堆積しておりますし、ヨシ草も生え

ているということで、あちらの方には県の局長の方にお願いをして、土木事務所長の方も

それは了解をしていただいております。 

ただ、おっしゃるように抜本的な根本的な解決策としては、やはりその土捨て場が必要で

あるということになりますので、町有地にそういうものがあるのか、または購入して捨てる

のか、その辺については担当課とこれから打ち合わせをして進めていきたいと思っておりま

す。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）是非ですね、土捨て場がやっぱ先行しないとですね、事業が進まないよ

うな状況のようでございますので、まず土捨て場をですね、早急に探していただいて、そ

して浚渫の方をする。 

また、治山工事の方に移っていくという方法でやっていただければと思っております。 

それからですね、2 番の（2）番の道路改良については次の 2 番の中で尋ねてまいりたい

と思いますので、次にですね、町村会で雇用対策、そして新規採用を含めた企業の雇用に向

けた取組みの強化、半導体、自動車関連企業に加え、ＩＴ、医療、食品関連の成長分野で企

業の研究開発部サテライトをですね、を含むの誘致促進などを雇用の場の確保についても要

望されておられ、そこでですね、多良木町としては、その他に雇用の場の確保などをどのよ

うに進めておられるのか、お尋ねします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、企業誘致についてはですね、一応 9 町村でやっている会議があ

るんですが、やはり結局、自分の町でそこは考えないとなかなか 9 町村だけでやっていて
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もなかなかその町には来ないということはこれは前例を引いてもわかるとおりです。 

今まで、昨年、昨年の 2月に就任しまして以来、確か 8社ほどこれ確認しないとわかりま

せん。8社ほど東京、大阪の企業を回っております。 

企業に行きますとですね、やはり応対はしてくれます。 

その企業を町の方がお願いしている熊本経済研究所という熊日新聞系の会社があるんです

けど、そこの方がご案内していただきますが、やはり、話が割とその上の方、上澄みだけで

中物の方までなかなか入ってこない。 

確かに、1 回 2 回行っただけで企業がですね、大きなリスクをしょって地方に来るという

ことはなかなか考えにくいことではあると思うんですが、そういう活動も同時に続けていき

ながら、今はですね、こないだ 7月の 8日だったと思うんですが、確認しないとわかりませ

んが、7月の 8日だったと思います。 

熊本の、東京の六本木にありますマミーゴーというテレワークの会社と提携を結びました。 

こちらは熊本県内では宇土市とそれから多良木町の 2市町村と提供を結んでいるんですが、

どういう仕事をやるのかといいますと、メルセデスメンツとか、それからパナソニックそし

て電通あたりの仕事をその会社がもらってきて、それを家庭にいらっしゃる、時間があいて

いる奥さんたちですね、すき間時間を利用してっていうに言い方をされていましたが、会社

に通うことはできないと。自宅で子どもを見る必要があるとか、介護の必要があるとかいう

方々に自分のすき間の時間を利用して家庭で仕事をしていただいて、そしてその家庭でした

仕事を会社に納めていただいてそこで時間給が発生するというふうな仕事があるということ

これは熊本県の東京事務所の方からいろいろとデータを、情報をいただいていましたので、

その会社に行ってきました。 

そして、その会社の方から代表取締役ともう一人の取締役の方がもう一人来られて、二人

で多良木町に 7月 8日だったと思うんですが、来られて、そして提携を結んでいただきまし

た。 

その場所には、多良木町としては、議会の議長それから委員長来ていただいたんですが、

県の方からはですね、県のそういう企業誘致関係の担当の方が 3名いらっしゃっていただい

て、で企業については、熊本県の東京事務所のご紹介でありましたので、2 回ほど足を運ん

で話をして、今回来ていただくということになりました。 

そのあとに開かれたミーティングでは 15 名ほどの方が多良木町の女性の方なんですが、

15名ほどの方がそれをやってみようということで、今、話が進んでいるとこです。 

もしそのパソコンが今、インターネットで東京と多良木がつながっていますので、1300

キロぐらい東京都と多良木の距離が縮められるということがあります。 

そういう形でライン上で仕事をやっていただくと。電話回線の上でですね、テレワークと

いいますので、インターネットの上で仕事をしていただいてそれを納品していただくことで、

多良木の方々に収入が得られるということはもうそれは東京にある企業が多良木に現存する

というのと同じような形になりますので、そういう形での企業誘致っていうのを一つは模索

していきたいと思っています。 

ただ、従来型のですね、都市部から地方に来る企業誘致というのもこれからは熊本県の方

にも相談しながら、自分たちでも開発しながら、もしできるものであればそういうものも行

っていきたいと思っています。 

東京で回った企業のうちで熊本工業を出られた方がやっておられるＩＴ企業がシンタイギ

という会社があるんですが、それは今度ご自分の方から多良木に来てみたいということで、

今度は多良木の音楽祭のころにちょっとこちらに訪問されるということで、音楽祭の方も見

たいということを言っておられますので、そういう形での交流が続けていって、それが形に

なればですね、非常にいいかなと思っていますが、両方の面から企業誘致についてはこれか
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ら努力をしていきたいと思っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）今ですね、テレワークの関連の話を町長から伺いました。 

確かにですね、多良木は民設民営のインターネットですかね、あれのが引いてありますの

で、非常に有利だという話は聞いております。 

その他にですね、多良木は莫大な、広大な山が、植林地がございますので、それをですね、

今 8年前ですか、9年前からですか、10町歩ずつの皆伐をして、そしてそのあとに林業従事

者のですね、労働力を確保したいというふうなことで多良木町は今は取組んでいるわけです

けれども、今それちょっと眺めてみますとですね、去年、一昨年ですか、森林組合に委託し

た皆伐事業もですね、遅れ遅れになっている。 

やっぱり原因を聞いてみるとやはり労働者の不足から来ているということでございますの

で、そういうところも少し力を入れていただいて、その方もちょっとですね、やっぱりスム

ーズに事業が進むようにやっていただければと思っております。 

ですね、それではですね、（2）のですね、昨年度の事業というか、昨年度も主軸事業に

対しての要望を出されておられます。 

そして、それがどのくらいの成果が出たものかということについて伺いをしていきますが、

昨年はですね、五つの課で 5項目ぐらい出してあります。 

各課ごとに順次、質問をいたしますのでよろしくお願いします。 

1番ですね、球磨川における抜本的な治水対策についてこれは環境整備課。 

○議長（村山 昇君）小林環境整備課長。 

○環境整備課長（小林昭洋君）お答えいたします。先ほども治水対策につきましては、主に浚

渫の事業でございますか、先般の豪雨の時も、先ほども言いましたが、今上球磨消防署の

前付近あたりが非常に水位が上がったということでございます。 

それと先日全協でもご報告いたしました奥野川、伊良目川付近の豪雨による冠水、こうい

ったところにつきまして、前年度から要望をしとったわけですけども、昨年度は、実際、浚

渫工事につきましては、仁原川のですね、元井口病院の上付近そこでございました。 

今年、今言いました豪雨のこともタイミング的にも非常に緊急性を及ぼすということござ

いますので、今年度は必ず、後半にでもやっていただきますように今お願いしとるとこでご

ざいます。球磨川の治水対策につきましては以上でございます。 

また、本流の球磨川のですね、ちょうど大園下からの河川にでてきております支障木あた

りにつきましては、町長の方から国土交通省にお願いいただきまして、支障木の伐開を部分

部分ではございますが、行っていただいております。 

それにつきましても、視距だけではなくて、やはり水流のですね、流れを妨げる支障には

なっておりましたので、それも治水対策の一部と考えております。 

以上、終わります。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）さっきですね、2 の方でお尋ねしたいと言いました道路についても成果が

出ていれば。 

○議長（村山 昇君）小林環境整備課長。 

○環境整備課長（小林昭洋君）お答えいたします。道路につきましては、29 年度要望した結果、

町道北部横断線、昔のフルーティーロードでございますが、こちらが表層だけの簡易舗装

では対象にならないというところで、1点、単独事業になっておりました。 

先般補正でお願いいたしましたが、こちらが交付金がつきまして、交付金化事業になった

というところでございます。 

それから県道人吉水上線につきましても要望の努力があったものと思いますが、1,500 万
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円の事業費の上積みがなされております。こちらが大体主な効果と思います。 

終わります。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）次にですね、農林課の方にですね、川辺川、国営川辺川土地改良事業の

推進についてというのをですね、要望をしてあるのですが、この川辺川土地改良事業の推

進要望というのはですね、昨年の 12 月ですか、連絡協議会の方は解散をいたしまして、そ

の後ですね、残っているのは今までした造成地の事業だと、だけになったのですが、それ

についてですね、今、何か仕事ができていればですね、農林課の方で。 

○議長（村山 昇君）久保農林課長。 

○農林課長（久保日出信君）国営川辺川総合土地改良事業につきましては、本年の 2 月 27 日に

事業計画、事業変更計画及び廃止処理計画の確定があっておりまして、現在、国営の農地

造成地への水手当の水源検討がなされておりまして、暫定水源に変わる新たな水源の模索

がなされております。 

施設整備につきましても一応 4年ほどで完了したいということでですね、鋭意事業が今進

められているというに聞いておるとこでございます。 

また、営農改善状況でございますけども、今現在、生産者の方からですね、モモの生育不

良であったり、また改植時の枯死対策ということでですね、いろいろ要望があっております

ので、本年度はですね、球磨地域振興局の担当の方と一緒に合わせまして、実証展示圃を予

定しておりまして、今後、果樹農家の経営支援を行っていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

以上です。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）それからですね、次に雇用対策について、これは企画。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）雇用対策につきましてお答えさせていただきたいと思います。 

この要望につきましては、昨年も同じような内容で県の方に要望をしてあるところでござ

います。 

熊本県におきましては、県北地域に企業の立地が集中しておりまして、今後もこの集積を

推進エンジンという形で企業誘致を進めていくというふうにされております。 

一方で、県土の均衡ある発展の観点ということから、県南地域を初め、企業誘致の実績が

少ない市町村に対しましても企業立地を促していくという必要性を感じておられまして、そ

の一つの手段といたしまして、サテライトオフィス誘致受入施設整備補助制度というものが、

今年 6月に制定をされたところでございます。 

これによりまして、サテライトオフィスを誘致する際の大きな武器となることとなるとい

うふうに思っております。 

本町におきましてですけども、企業を訪問する際につきましては、県の企業立地課あるい

は東京事務所というところへも相談に行くようにしておるわけですけども、先ほど町長から

ありました 8月 7日に東京のＩＴ企業とテレワークに関する連携協定の調印というものがあ

ったわけですけども、これにつきましても県の方に一緒に会社の方を訪問していただくなど、

県の勢力的な支援があったからというふうに思っているところでございます。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）次にですね、これは教育振興課だと思いますけど、教育支援活動に対す

る予算及び支援員の確保について要望をされておりますので。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）答弁をさせていただきます。例年、このような形でですね、要
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望書を出しているわけなんですが、特別教育、資料お手元にあると思うんですけど、特別

支援教育支援員に関しては、国の交付税措置が小学校、中学校とも１校当たり 1 名の財政

措置に限られておりますので、残りの方については単費ということで、現状はそういうこ

とでございます。 

この補助制度でですね、ほかと同じような国庫 3 分の 1、県 3 分の 1、町村 3 分の 1 とい

うな形での支援を要望してあるんですけど結論としては位置付はされておりません。 

以上です。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）次にですね、これ健康・保険課だと思いますけれども、国民健康保険税、

料ですね、納付義務者の拡大についてという要望をされておりますが、これはちょっと内

容とですね、その結果についてお尋ねいたします。 

○議長（村山 昇君）東健康・保険課長。 

○健康・保険課長（東健一郎君）お答えいたします。提案の要旨でございますが、まず国民健

康保険世帯の加入者全員に対し、納税義務を負うように制度改正を図られたいというふう

なことでございますが、これにつきましては、現在、世帯主課税ということで、世帯主の

みに納税義務がございます。 

ところが世帯の構成によりましては、その家族の方がメイン、メインといいますか、主な

所得を得られる方とか、さまざまな家庭の状況がございますので、徴収、賦課徴収の場合、

ほかの方全員、家族の方全員に納税義務を負っていただいて、その方からも徴収できるよう

制度を改正していただきたいということでございますが、現在のところそういう改正は行わ

れておりません。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）時間も押しておりますので次に移りたいと思います。質問事項 2 番ので

すね、（1）防災マップと非常持ち出し袋についての質問ですが、ここはですね、質問とい

うより提案という方に考えていただければと思っております。 

まずこの防災マップとですね、非常持ち出し袋、それと前出した無事旗ですかね、あれに

ついての経費がどのくらい入ったのかと。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）現在のまず防災マップですけども、平成 28 年度に改定し作成したも

のでございます。 

それまでのサイズをＡ4 の見開きからＢ4 の見開きに大きくしてありまして、高齢者にも

見やすいようにというようにしております。昨年各戸へ配布をしております。 

また、あの非常持ち出し袋につきましては、持ち出し品のリストを添えまして、今年、各

戸に配布をしております。無事旗も一緒でございます。 

経費でございますけども、防災マップにつきましては、これ見積り入札でしたので、かな

り安く上がっております。205万 2,000円でございました。部数が 5,000部です。 

非常持ち出し袋につきましては、ナップサック式でございまして、3,600 個購入いたしま

して、各世帯へ配布をしております。272万 1,000円でございます。 

防災旗、いわゆる無事旗というやつですけどもこれにつきましても 3,385個、これは少し

在庫がありましたので、半端ではありますけども 3,385個をつくりまして 102万 3,000円で

ございました。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）それでですね、その最初にですね、防災マップについてお尋ねいたしま

す。 

確かにここにＢ4 のですね、見開きの分のこういうやですね、確かに見やすくはなってお
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るんですけどですね、前半のいざという時の備え、ここら辺については、漫画入りでですね、

確かに見やすくなっております。 

しかし、後半のですね、この地図に入りますとですね、ちょっとわかりにくいところがあ

るのです。年寄りなんかはほとんどわからないだろうと思っております。 

この地図見ますとですね、町中は大体その他の建物との間隔でわかりますけど、農村部、

山間地に入るとですね、全くどこに自分の家があるのかが、私もやっと見つけました。自分

ところ。そういうところでですね、こういうところはですね、自分の家、それから避難場所

までの避難ルート、それらをですね、できれば自分でできる人は自分で書き込んでいただい

ていいんですけれども、ちょっとお年寄りでできないところはですね、消防団にでもお願い

してですね、書き込んでいただければですね、私は自分でこうして書いております。 

これも避難もですね、災害によって相当避難ルートというのは変わってまいります。大水

の時に私たちの家の前にの川が渡れなくなる。そういう時にはですね、山伝いに赤木の集落

センターまで逃げんばんよねと言って、家の中では話しておるわけです。 

そうですので、ぜひですね、これを実施していただければですね、お願いしてですね、区

長なり消防団なり、自分でできる人は自分でされたがいいと思います。 

そのことによってですね、その災害に対する啓蒙ですかね、それに役立つだろうと思って

おります。 

実際それが役立つかなんかはですね、疑問ですけども、そういうところだと思いますので、

ぜひ実施していただきたいと思いますが、町長の考えは。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、今ご提案いただきましたが確かに年寄りの単身世帯とか、ご夫

婦 2 人の世帯とかですね、そういうところはもしもの時にどういうふうに動いたらいいの

かっていうなかなかご自分では自覚的にこうこうやってこうやってっていうのは難しいと

思いますので、今、ご提案いただきましたので、防災担当の者とですね、ちょっと話をし

て、何か方法があれば消防団というふうに今ご提案いただきましたので、消防団の力を借

りてでもですね、そういうことは必要かなというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）是非、実行していただきたいと思います。 

次にですね、この持ち出し袋、これ私近隣の人たちにお尋ねしましたところですね、なか

なかこれに持ち出し袋の中にですね、必要な物を入れて用意をしているという人はなかなか

少ないようで、だからところがですね、町の方ではですね、配ってからですね、これを少し

その後を追跡調査されたのかなとそこが疑問でしたのでちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）非常持ち出し袋につきましては、配付する時にはですね、お知らせ

をしておりましたけども、その後の追跡調査というのは特にやっていないところでござい

ます。 

このハザードマップに関してです。にも関してなんですけども、今月 9月 6日に球磨川水

系水防意識、水防、水すいません球磨川水系水防災意識社会再構築会議というのがございま

した。 

これは鬼怒川の氾濫を受けて全国的にそういった河川流域での水防災意識ということでの

会議があっているんですけども、この中でもですね、もうほとんど今回の西日本豪雨につき

ましてもですけども、ハザードマップが住民の避難行動にこう結びついていないというよう

な報告もなされておりますので、このハザードマップとあわせましてですね、ハザードマッ

プの一番裏には非常持ち出し袋に入れていただきたいものを大きく書いてございます。 

それもハザードマップの周知とあわせまして、非常持ち出し袋の中にちゃんと入っている
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かの確認をですね、区長または民生委員ともこうもしお願いできるならばそういったところ

もこうお願いをして確認をやっぱとってみらんといけないのかなと思っております。 

さらにですね、広報たらぎ、また防災無線、ホームページ等でお知らせはしていきたいと

思いますけども、タイミング的にですね、ちょうどこう雨の時期とか、台風の時期とかそう

いったところが効果があるのかなと思っておりますので、折を見て周知には努めていきたい

と思っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）幸いですね、多良木町はここ 10 何年台風もよけて通るようなことでです

ね、大した被害も出ていませんけれども、今年もですね、各地で大変な災害が出ておりま

すが、その人たちの話はですね、まさかという話が一番出てきております。 

まさかここにもう何十年住んどってもっていうようなですね、話が出ております。必ず出

てきますそれが。 

だから多良木もですね、いつそういう目にあうかというのはまだこれはもう予想もつかな

いところでございますので、是非、そういうところの啓蒙はしっかりと実行していただけれ

ばと思っております。 

次にですね、（2）の災害時計画について伺います。大規模災害時に自治体が機能を維持

する業務継続計画、ＢＣＰと言うんだそうでございますが、非常時優先業務の整備など重要

6要素をすべて規定しているのは県内で 3割弱にとどまっているそうです。 

熊本地震の経験を踏まえ、各市町村は県の支援を受けて、ＢＣＰ政策 6項目に取組んでい

るが、その進捗状況に差が出ているそうです。 

先にですね、熊日で調査された結果が出ておりますので、多良木はですね、6 項目中です

ね、7 項目ですね、7 項目のうちの策定されているのは規定されているのは二つで、あと五

つはまだ未策定ということだったので、先般課長にお伺いしましたら、今策定を急いでおり

ますということでございますので、その進捗状況についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）この災害時計画の業務継続計画でございますけども、6 月の質問でも

確かあったかと思いますけど、4 月にですね、熊日新聞に多良木町がこう遅れているような

内容で掲載してありましたので、今急いで策定をしているところでございます。 

今ですね、各課において災害時の非常災害などの非常時に優先をして行うべき災害の対策

業務とまた通常業務の洗い出しをしておりまして、各課から総務課の方に上がってきている

ところでございます。 

あと総務課の方でこの整理を取りまとめいたしまして、熊本県からも助言をいただけると

いうことでございますので、県からも助言に来ていただいて、最終的には内閣府から示され

ております業務継続計画を作成したいと思っております。 

年度内のなるだけ早いうちにやりたいと思っているところでございます。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）なるだけ早くですね、策定をしていただきたいと思います。期待をいた

しております。 

次にですね、（3）番、一人住まい家庭の安全の確認、安否の確認についてでございます

が、この頃はですね、一人住まいの方が亡くなられて後日発見された事例が本町でも何件か

出ております。 

私の集落はですね、30数戸しかないんですけれども、一り暮らしの家庭がですね、何と 3

分の 1ぐらいあるんですよ。 

そして、その中で昨年、一昨年ですか、やはり亡くなられてですね、そこの親戚の方が近

隣におられたので、あくる日はもう発見されたというわけですけれども、なかなかですね、

-67-



 

もう白骨になるまで置いてあったというな事例もございますので、ことについてこれもです

ね、課長に確認をとりましたところ、多良木町は郵便局と協定を結んでおりますとのことで

した。 

それは郵便配達をされる局員が各家庭を回られる時に確認をお願いしていますとのことで

すが、今、確認の報告等はどのような形で行われているのか伺います。 

○議長（村山 昇君）東健康・保険課長。 

○健康・保険課長（東健一郎君）それではお答えいたします。健康・保険課の普段の業務とい

たしまして、高齢者の一人家庭につきましては、緊急通報装置を設置したり、また一人家

庭だけではございませんが、高齢者の見守りネットワークへの登録また訪問看護師等によ

りますですね、独居家庭への訪問等も行っておりまして、その安否確認の情報元としてで

すね、利用できるのではないかなと思っておりますが、その報告といいますか、緊急時そ

ういう事態があったらですね、その場で対応をするというふうなことでございまして、特

段、この面についての報告という形ではですね、書面上そういうものは行っておりません。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）確かにですね、これも難しい問題だろうと思うんです。他人の家にです

ね、毎日行ってもですね、おられるのかおられないかの確認をするというのはこれは大変

ですね、プライバシーのこともございますので、大変だろうとは思いますけれども、やは

りですね、なるだけそういう機関、それからですね、区長なり民生委員なんかにお願いし

てですね、是非、一人家庭の安否確認はやっていただきたいと思います。 

次にですね、4 番、（4）山間へき地の事故対応ということを挙げておりますが、これは

町長にお尋ねしますが、先日ですね、私の近くの中広木栗園というところでですね、車によ

る事故で女の方の運転員される車が 20 メートルほどの下の谷に落ちまして、私に連絡が入

ったのがですね、7 時 40 分ごろ電話が入りまして、おまえどけおんなって、家におるよと

言うたところが、ああたじゃなかったなというふうな話でですね、今、中広木で事故があっ

て救急車が行きよっばいていう話でしたので、私も急いで行っていました。 

ところがですね、救急車、それからレスキュー車それから指揮車ですかあれがもう現場の

2 キロぐらい手前の道路にみんな止まってですね、それから先は入れないというな状況でし

た。 

それから私もまた迂回路を通って現場に行ってみたらですね、救急隊員の方が 10 名ほど

それから警察の方がみんな救急あの救助活動をされておられたんですけれど、そこにですね、

その何ですか、民間のですね、軽トラックを借りてですね、その救急用の資材を運んだりし

てですね、そして救急隊員もそれに便乗して行ったんだろうと思いますけれども、そしてそ

の軽トラにですね、スナチですね、滑車を取り付けてそれにロープを通して、山の斜面を上

がったり、降りたりするような格好でやっておられました。 

なかなかはかどらないということでいらいらしておりましたけれども、隊員の方に話を聞

くと、今リコプターを要請しているんだということでございました。 

それからですね、ヘリコプターが来たのが 9時ちょっと前ぐらいに参りまして、それから

ヘリコプターから隊員がまた落ちてこられて患者の収容準備をされて、そして 20 分ぐらい

それにかかりまして、9時半頃ようやくヘリコプターが現場を離れて、帰ったと。 

そして話聞きますとドクターヘリもそこの里の城大橋の近くに待機していてそこでリレー

をして熊本の方に女の人を運んだということです。 

この人、どこ、聞いたとこによりますと骨折と肺ば少し痛めているというなことで命に別

状はないような話でしたので、今、入院されているそうです。 

そこでですね、私が問題にしたいのはですね、そういうことではなくして、その救助活動

をする時にですね、普通の民間の車を借りてですね、消防署がですね、活動するようではち
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ょっと品の悪かとか、むしゃん悪かです。球磨郡で言えばむしゃん悪かていうわけですよね。 

もしこれが事故があったりまた、二次災害が起きたりすればその時は町長はね、上球磨消

防組合の組合長ですから、恐らく組合長の責任を問われるというようなことになると思って

おります。 

そいでですね、町長が上球磨消防組合の組合長であられますので、上球磨消防組合議会の

中でですね、私が昨年の 3月会議でまた、今年の 3月会議ではあさぎりの市岡議員が一般質

問において、軽車輌の救急車の導入を進めるよう質問をいたしておりますが、なかなか町長

が、快い返事をもらえていないということでございます。 

そういうことでですね、やはり現場にそういう今からそういう事故はですね、山仕事なん

か増えてくるとですね、必ず、増えて、何ですか、小さい車でないと入れないというところ

が多々あると思いますので、是非、軽の救急車の検討もしていただきたいんですが、今でも

軽の救急車輌は不要だと町長は考えておられるのか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、その件については私も後で聞きましてですね、ドクターヘリが

来ていたっていうことを聞いて搬送されなったということを聞きました。 

車は何か前後で行かれて前の方が谷の方に落ちなったというふうな話を聞いていますが、

確かに救急搬送をする。 

また、そこに現場に行って、救急の医療活動をするということになるとですね、やはりこ

う民間の車を借りてということはやはり本来の消防のあるべき姿からちょっと違うんじゃな

いかという議員がおっしゃるとおりだと思うんですけど、昨年、昨年と今年、山中議員とそ

れから市岡議員お二人からそういうご質問がありまして、救急車の導入はどうだろうかとい

うご提案をいただきました。 

私は、そういうことに関してはやはり 4人の組合長と、まだ素人ですので、素人の考えが

当たらないということはないんですけども、まずは担当の消防組合の職員に聞いてみようと

いうことで聞いてみましたら、小型の消防車、すいません、救急車で行くということになる

と室内が狭いので、その中で救急活動がなかなかできにくいと。救急活動の場所の確保が難

しいということを担当の職員が言っておりました。 

消防署が今どういうふうにしているのかと言いますと、軽自動車と普通の救急車 2台で行

って、もう救急車が入れないところから先はさっきの話とちょっと、ちょっと違いますけど、

救急車が入れないところは軽自動車で現場まで行って、現場からその患者の方を救急車のあ

る場所まで連れてきて、救急車内で医療活動をやるというふうなことを担当の方が言ってお

りましたので、その時、ご質問の折にはですね、そういうふうにお答えをして、今の段階で

は導入の必要ないのかなっていうお答えをしたと思います。 

これは二人の議員の方にそういうにお答えしておりますので、金額がですね、500 万から

1,000 万位の装備によって違うらしいんですが、金額がかかるということもありまして、組

合長 4 人おりますので、私も含めて、4 人の組合長で今回の事故、事故の件もですね、含め

て話して、職員にどういうふうに考えるのかっていうことをもう 1回聞いてみたいと思いま

す。 

その上で、ちょっと答えを出したいと思いますので、この件については、留保させていた

だいて、消防組合での話、それから 4人の組合長での話ということで、今回の事故があった

その事故に対応する検証は消防職員の中でもできていると思いますので、それを踏まえてど

ういうふうに今後対応していくのかということについては、組合長の話し合いの俎上に乗せ

てみたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○議長（村山 昇君）5番。 
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○５番（山中 馨君）それにつきましてですね、7 月の末ですか、消防議会の議員でですね、大

分で救急技能競技ですか、あれに応援に行く際にですね、高千穂町に伺いまして、そこで

軽の緊急車輌が入っておりましたので、そこを研修させていただきました。 

そして、そこで詳しくお話を聞いたんですけど、やはりないよりはあったほうがいいだろ

うということでした。 

そして、できればですね、やっぱ町長、その組合長でもですね、そういうところをぜひ研

修してもらってですね、自分たちの目で見たり、聞いたりしながらですね、事を進めていっ

てもらえばいいと思います。 

それからですね、今、その職員の話が出ましたけれども、確かにこの間に、上球磨消防組

合の職員たちとですね、3 回に分けて議会が懇親会を開いたわけですけど、その中でですね、

やはり職員の、署員ですかね、方に、皆んなではないですけど、聞いたんですけど、やはり

そういうあったほうがいいでしょうて。 

やはり今までも何度かやっぱりそうして民間の車を借りて現場に行ったことがありますと

いうことでございましたので、是非、そのことも検討していただきたいと思っております。 

次にですね、切りのいいところでここで休憩をしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）ここで暫時休憩いたします。 

（午前 10時 58分休憩） 

（午前 11 時 5 分開議） 

○議長（村山 昇君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。5番山中馨君。 

○５番（山中 馨君）次にですね、3番の質問事項の 3番に入ってまいりたいと思います。 

中学校移転と跡地利用についてですが、この（1）ですね、先般ですね、7 月の 27 日です

か、9 日ですか、その時に行われた中学校移転に関する説明会で、町民は、町長はですね、

町民の理解が得られたと思っておられるのか、まず答弁は短くしてください時間がございま

せんので。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、私の答弁は長くなりがちというのは前から言われておりますの

で、なるべく簡潔にお答えをしたいと思います。 

先月 7月の 27日だったと思うんですが、説明会を開催させていただきました。 

説明会の後に、執行部でちょっと話し合いを持ったんですが、ご質問された方々ですね、

は 2名の方を除いて、いつも私たちが話をさせていただいている団体の方々のご質問でした。 

ほかの方々のご質問は特にありませんでしたので、理解、完全に理解いただいたっていう

には思っておりませんけれども、あの時 100人ぐらいですかね、見えておりましたので、そ

の方々で話し合った結果はある程度理解を得られたのかなというふうに思っています。 

ただ最後に、そのいつも話し合いをしている団体の方がですね、納得しておりませんとい

うことを言われましたので、そことは納得をしておられないので話し合いをしていく必要が

あるのかなとは思うんですが、この件につきましては県との協議、毎月続けておりますので、

県の方から何らかのお許しをいただくなどの進捗がありましたらですね、今後もまた、そう

いう情報は全員協議会等々でですね、議員の皆さん方にお知らせしていきますし、必要であ

れば住民の皆さん方との協議を、協議といいますか説明会を進捗があった時点でさせていた

だけばというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）それに踏まえましてですね、今回多良木広報が配ってまいりました。そ

の中でですね、多良木町の新たな可能性を求めてと町長の談話が入っております。 

その中でですね、全部尋ねるのは時間がございませんので、その中から抜粋してですね、
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幾つか質問をしたいと思います。 

学習研究の場としてという項目の中でですね、最良の選択であったと将来思われるものを

課題解決に向け、向かう課程で賛否があるのは当然ですと。 

しかし、町政における施策は、財政的な裏づけのある間違いのないものを選択すべきでし

ょう。結果として町の財政負担の増幅をさせるようなものであってはならない。独断に陥る

ことなく誠実に曇りのない目で少子化と人口減少という現実を解析し、方向を見定めなけれ

ばなりませんとおっしゃっておりますが、その中でですね、確かに経費の問題が一番だろう

と思っています。 

この前の説明会の時もですね、移転費用についてそれからについての質問も出ていたと聞

いておりますが、明確な答えが出ていなかったということでございますので、まずもう一度、

ここで学校の移転とですね、その何ですか費用についてですね、詳しくお願いいたします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）町の負担にならないようにというのを書きましたけれども、例えば、

何らかの施設をそこに持ってきて、あと町が今まで以上に繰出金を出していくということ

になりますと、今、幾つか前の議会でもそうだったんですが、例えば、えびすの湯あるい

は堆肥センター等々でですね、不採算部門が出ておりますので、そういったものに合わせ

てまた、少しずつそういうものが増えてくるというのは好ましい状態ではないというふう

に思っております。 

なるべくそういう町からの負担を例えば、計画、ある計画をずっと読んでみましたら毎年

町からの繰出金を出していかなければならないような形になっているような部分もありまし

たので、そういう部分はできれば中学校今、多良木町は現在地に置いておりますけど、それ

に対してかかる維持管理費、それと同等くらいの部分で抑えられたらというふうに思ってお

ります。 

ですから、なるべくお金がかからないというのは皆さんからも言われておりますし、これ

以上、赤字を増幅させるようなものであってはならないというふうに私も書いておりますの

で、そこはこれからですね、検討しながらいきたい。 

どのくらいかかるのかっていうのを前、議員の方からご質問がありましたので、その時は

まだできていませんという答えを担当課からしておりましたが、これは多良木中学校の面積

に金額をかければ大体出てくるというふうに思っております。 

ですから、まず現在の場所でその書いておりますものを繰り返しになるかと思うんですが、

現在の場所でもし建てるということになると私は仮校舎をつくらなければならないと。 

仮校舎をつくった場合には、そこに入っていただいて、また再度その仮校舎を解体しなく

てはいけないというふうにも思っておりますので、それからなるべく予算が小さくて済むよ

うに、なかなか今、資材もそれから人件費も上がってきておりますので、なかなか簡単には

いかないと思いますが、町の負担にならないような形で作っていければというふうに思って

いるところです。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）確かにですね、町の負担にならないようにするのが町長の役目だと思っ

ております。 

そこでですね、去る 5月の 2日にですね、高校敷地への多良木中学校新設移転整備と球磨

支援学校高等部ですね、現在の生徒数が 80 名中 46 名が高等部で、先生の数は 53 名の移転

を熊本県に要望したと、提出したと書いてありますが、これをですね、これも新聞に出てい

たんですけれども、高等部移転を球磨支援学校からの要望ですけれども、高等部移転を白紙

にしてくれと。してあるわけですね。 

その中でですね、高等部移転が検討されていることを聞かされていなかった同校の保護者
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は強く反発をしていると。 

同保護者会から高等部の移転併設に反対する旨の要望書が提出されたことを受け、県教委

は 7月に同校で開いた保護者説明会で高等部だけではなく、小学部中学部も含めた全校移転

を視野に検討を進めると理解を求めたが保護者からは疑問視する声が上がっているというこ

とでございますね。 

そこでですね、同じその荒川会長っていわれるそうですが、高等部移転に反対する私たち

の思いは宮尾教育長には伝わったと思うと。 

球磨支援学校の将来のためしっかり協議を進めていきたいということでございますが、こ

うしてですね、多良木は支援学校と一緒にセットで中学校も移したいという考え、町長はで

すね。 

しかし、支援学校の方では何の相談もないのにいきなりこういうもん出されてはちょっと

困るというような内容だと私は思っておりますけれども、それについてですね、なぜそうい

う球磨支援学校とは連絡もしないままに多良木だけの勝手なですね、要望書を提出されたの

か。そのあたりをお伺いします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）球磨支援学校の保護者の方が反対されているということです。全員反

対というふうな話を聞いておりますが、それをなんていいますか、主導しておられるのが

会長と副会長というふうに聞いております。 

前ちょっと 6月議会の時にですね、議員のご質問にありましたのでその時にお答えしまし

たが、会長はもう既に 2月か 3月にはご存じでした。いきなり知ったというわけではありま

せん。 

ご本人はいきなり知ったというふうに言っておられますけれども、その時にどんな形でご

本人に知らせられたのか、会長にですね、その情報が、それはわかりませんけれども、しか

し、今の現状を見ますとですね、あそこの球磨支援学校の建物はもちろん古くなってはいま

すけれども、義務教育で使うというために作られている。そこに高等部の方々が入ってこら

れてかなり手狭になっているというのはこれは県の事情があります。 

その県の事情があって県の方ではそういう提案をされてきましたので、町としてもそれだ

ったら高等部の、多良木高校の敷地内への移転はいいんじゃないだろうかということで要望

を出していますね。出していますけども、それがなかなか理解を得られていないということ

です。 

ただ、多良木町は多良木中学校の高校の敷地内への移転とそれから新築移転と支援学校の

高等部の移転をお願いしておりますけども、高等部の移転に関しては、県の所管事項ですの

で、多良木町はそういうふうに要望していますけれども県の方が全校そちらに持ってくる。 

これは予算が相当かかりますので、県の方はどういうふうに考えられるかちょっとわかり

ませんけれども、小中高一貫で全部、多良木高校の現在の校舎を改修して、そちらに持って

こられるということなのかもしれません。ただそれは今はわかりません。 

ということがそれは多良木の出した要望書の内容と若干違ってくるんですが、それは県の

事情ということですので、それはいたし方ないかなというふうに思っています。 

で最後に言われた私が支援学校の保護者の方にこういうふうにしてくださいと前もって言

うことはこれはできません。 

なぜならば支援学校は熊本県の管轄ですので、そこに私たちが入り込んでいって、県、熊

本県、熊本県が言われるんだったら全く問題ないんですが、多良木町がそこに入り込んで、

いや実はこうだから支援学校の高等部移してくださいとは、これは普通考えても言えるどお

りではありませんので、そこは多良木町ではやっておりません。 

ただ、多良木町の方にはその後ですね、副町長と教育長に来ていただいて、そして県議 3
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名と一緒にＰＴＡ会長たちとですね、話し合いが持たれたというふうには聞いておりますの

で、町の意向は伝わっていると。 

ただタイミング的にずれていたということで、ただそこでですね、多良木町が支援学校に

対して、何らのその何ていうんですかね、権限も持たないところで実はこうやって移動しま

すからとはなかなか問いかけにくいっていうか、それはありますので、そこはどうぞご理解

いただければと思います。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）町長は、支援学校については多良木町は介入しないと今発言されました

けれども、もうこの要望書を出した時はですね、これはもう踏み込んどっですよ。 

多良木、セットで出したることに対してですね、それにやはり支援学校の方では、少しい

かっておるというような現状のようでございます。 

そこでですね、同じ紙面にあるんですけれども、委員会設置を求める文書が多良木高校活

性化協議会からですね、多良木高校閉校後の敷地に多良木中学校の新築移転を方針を示して

いる多良木町の吉瀬浩一郎町長に幅広い意見を集約するための委員会設置を求める要望書を

提出してあるということでございます。 

要望書では将来の同町のコミュニティースクールを考えて早急に結論を出すのではなく、

多良木町や球磨人吉の活性化をどうつくり出していくのか。 

町民や関係団体を含めた幅広い意見の集約ができる委員会を設置し検討をということを求

めておられますがこれについてはあれでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）当日ですね、会長と会長を補佐する方とお二人みえましてですね、そ

の要望書を持ってこられました。 

私が思うにですね、その要望書に関しては、もう今は残り、広報にも書いておりますが 7

か月しかないんですね。 

7 か月があるからっていう言い方もできるかもしれませんけれども、7 か月しかないとい

うことで、本当は素案が提示された平成 26 年の 10 月 7 日、提示というか、決まった平成

26 年 10 月 7 日にそれ以降に話がそういう話があるということであればそれはもう当然取り

上げなければならないでしょうし、それから前町長が 2年 4か月経って、今、私に代わった

んですけれども、その 2年 4か月の間にそういう協議もしておかなければ、しておかれれば

よかったかなというふうには思いますけれども、私は去年の 9月に中学校の移転を軸に考え

ますという表現をしておりますし、そういう考え方でそれに要望書の中には、県の方から提

示がありましたのでそれじゃあ支援学校の高等部をよろしくお願いしますということで、合

わせて二つを書いておりますので、そこがもし今からまた新しい協議会を作ってやっていく

ということになりますと、それは私の考えでは、今議会の皆さんと話をずっと煮詰めてきま

したので何回かそうですね、9 月の去年の 9 月の議会から 9 月、12 月、3 月、6 月もう 4 回、

いろんな質問いただきました。 

この議場でそういう討議は大分尽くしてまいりました。 

ですから、そういう討議の上に立って、上に立ってといいますか 5月の 2日に今年、出し

たわけです。要望書をですね。 

それから全員協議会でもお話をして、皆さん理解を得られたと考えましたので、それを出

しました。 

その上で例えば、今、民間の団体の方がそれを出されたから、それをもう 1回ご破算にし

て話しましょう。 

もう 1回最初から組み立てをやり直しましょうということはなかなかできない。 

それは一つにですね、議会でそういう話が、今まで煮詰められてきた散々話し合いをして
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きました。 

そういう論議の上に立つものですから、これからやろうということになればですね。です

から組織論的な序列から行った場合、議会の運営にもう一つ、そういう検討会議が出てくる

ということになりますので、それはちょっと考えなくてはいけないかなというふうに今は思

っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）また、町長の談話の方に帰りたいと思いますが、多良木中学校の現状に

ついての記述もありますので、昭和 57年 8月建設で築 36年経過していると。 

一番の原因はですね、いろいろ調査を行いましたと。その結果、雨漏りが原因とする認識

を示しておられます。確かに、雨漏りですか。原因は。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、その点については、担当課の方でその調査をやっておりますの

で、どういう部分について傷んでいるのかということ。 

それは雨漏りもその一つだと思いますので、担当課の方でちょっと答えてみたいと思いま

す。 

よろしくお願いします。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）はい、ええとですね、平成 29 年度におきましてですね、建築基

準法の条に応じまして、町内の小中学校の校舎の方のですね、校舎及び体育館等のですね、

調査をしているところなんですが、経年劣化と、特にここ数年、多良木中学校におきまし

ては、雨漏りによるところのいろんなトラブルが発生しておりますので、耐力度調査につ

いては現在やっているところなんですけど、それまでは建築士の分については経年劣化と

それに伴うところの雨漏りが主な原因かというふうには考えております。 

以上です。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）そのねえ、雨漏りの原因何だったのかということを聞きたいんですけど。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）答弁させていただきます。鉄骨造りのですね、構造ですので、

ああいう形の建物についてはですね、経年とともに屋上の部分等からですね、通常浸水が

おきて雨漏りがするんではないかということで、ちょっと原因については、ちょっと特定

はできていませんけども、恐らく経年劣化じゃないかというふうに考えております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）今、町長をお聞きのようにですね、雨漏りの原因はっきりは申しません

でしたけれど、経年劣化でそれが上がスラブだったからだろうというニュアンスのもので

ございましたが、ちょっとここで私不思議に思うのはですね、今、今度入札をした上球磨

消防の建物、あれをですね、議会とか職員で研修を重ねてですね、屋根は寄棟の屋根にし

たがいいだろうということで、最初設計段階に持ち込んだんですけど、正副組合長の中で

ですね、それは財政的に高過ぎるということでスラブに変更になった経緯がございますよ

ね。 

やはりですね、やっぱり少しずついけばですね、スラブの屋根は雨漏りがするんですよ。 

今年ですか、今年の 3月、五島の消防署を視察研修に行ったんですけど、そこは昨年度に

建設したごく新しい建物でそして行ったんですけども、ちょうど 1年ぐらいでですね、もう

ちょうど 1番目立つ玄関の横の壁からですね、もう赤い汁がどんどん出よっとですよ。 

やはり少しでも高くてもですね、やはり屋根は寄棟か、傾斜をつけておいたほうがいいだ

ろうということで提案したんですけれども、やっぱり正副組合長ではですね、見てもらえず、
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やはりスラブのままということで、恐らく、消防署の建物もそのうちに雨漏りで劣化してい

くということは変わりないと思いますが、それについて町長は。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、最初はおっしゃったとおり切妻ていますか、こんな感じの屋根

になっておりました。 

それで今、合議制で正副組合長会議 4名でやっておりますので、それに職員の方に入って

いただいて、どんな感じなのかということで設計をやった会社ですね、会社の方に寄棟と陸

屋根ていうんですか、ろく屋根っていうんですかね、この平らな屋根でどのくらいの経費が

かかるんだろうということで計算をしてもらいましたら、やはり寄棟よりも平たい屋根の方

が経費がかからないということで、それは設計を変更、設計変更というか、設計やり直して

もらって、その間にちょっと時間がかかったんですが、結局そういう形になりました。って

これはあくまでも正副組合長の合議制ということですので、それに対してなかなかですね、

金額が高いところを、その時に 4 町村でお金を出し合うということですからですね、1 町村

の場合はいろいろとそこで話を煮詰めることもできるんでしょうけど、水上、湯前、多良木、

あさぎりということでお金を出していくということですから、そこでそれぞれなるべくお金

は圧縮したいということがあったんだと思います。 

それから、今回、契約の時もですね、そういう話がありまして、やはり金額が圧縮できる

方にということで。 

○議長（村山 昇君）ちょっと町長、ちょっと消防のことをあんまり答弁は。 

○町長（吉瀬浩一郎君）そういうことで今回ですね、正副組合長でそういう結論に至ったとい

うことです。 

○議長（村山 昇君）質問者も中学校の問題なら中学校の問題で、消防署の問題とは別ですか

ら、その点は、質問者も考えてしてください。 

5番。 

○５番（山中 馨君）ちょっと横道にそれまして、反省をいたしております。 

次、3 番の（2）ですね、質問要旨 2 について質問いたします。熊本県体操協会、会長は

馬場成志参議院議員より高校閉校に伴い、第 1体育館を多良木高校の名を残した多良木高校

記念体育館として多良木町を中心とした球磨人吉地域の体操、新体操、トランポリン競技の

普及強化のために、専用練習施設として利用させていただきたい。 

そして、当該種目の社会体育化を実現して競技レベルの向上を図りたいと多良木町長へ要

望書を出されておられます。 

それに対して町長の考えを伺います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）先ほどは失礼しました。消防組合のことまで入り込んでちょっとしゃ

べってしまいましたが、失礼しました。 

県の体操協会が要望されていることは、高校の第 1体育館とセミナーハウスを使わせてほ

しいということと、各種の機材を購入していただきたいという要望書になっています。 

ピットの建設、例えば宙返りをしてそこに行っても安全な何ていうかクッションができる

ような場所ですね、それピットというらしいんですが、ピットの建設からトランポリンとか

マット、こういったものを買ってほしいというふうに書いてあります。 

で、総額で 6,260万ほどの金額を要求を、要求というかお願いをしてありますが、それと

多良木中学校が高校に移転した場合には、多良木中学校の体育館を使用されていただけない

だろうかっていうことがもう一つありました。 

で、その他にも幾つかあるんですが、大体そういう内容ですね。 

多良木町は熊本県に対して中学校の新築移転と支援学校の高等部の移転をお願いしており
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ますが、しかし熊本県から正式な今ご回答はいただいておりません。 

現在の高校敷地は熊本県の所有になっておりますので、町が体操協会の方々に対して、ど

うぞ使ってくださいとは言えない立場なんですね。 

それはおわかりいただけると思います。 

そういうふうに 6,260万円という機材を購入するそういう予算もそうなんですが、体操協

会の皆さんはですね、恐らくこれは多分、県に対する購入の要請ではないかと思います。 

それと使わせてほしいというのも熊本県に対する要請だと思います。ですから、町として

はこれに対して、答えは出せないわけですね。 

熊本県のものですから、あて名がですね、私の名前になっていましたので、そのあと伺い

ましたら、町村会の会長の森本町長にも持っていかれて、森本町長あての名前であったそう

です。 

それはこれはちょっと方向が違うなというふうなことを思ったんですが、しかしこれはで

すね、こういう要望を県にしますと、だから多良木町も町村会もわかっといてくださいとい

うふうな意味でのですね、そういう要望であったのかなと、今ではそういうふうに文章を読

んでですね、そういうふうに思っているところです。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）確かにですね、県が、県がちゅうが、その体操協会が県に申し入れをし

て、これが受託されて、そして第 1体育館は体操の練習場になるというとこ。 

ほすと第 2体育館のもう一つ残りますけれども、そこに球磨支援学校がですね、小中高を

全部くるとですね、そこの学校がですね、支援学校の方が体育館の方をおそらく優先して使

えるだろうと思うんですよ。 

そして、そういう体に支障のある人たちがおられますので、やはりバリアフリー等で体育

館を改造していかれると思うんです。 

そういった場合ですね、今の中学校の体操の授業といいますか、その内容の中ではですね、

なかなか使いにくい体育館になるのではないかと思うとですよ。 

町長は、体育館も使えるメリットがあるからという話をされておりますけど、その後のい

ろいろな状況から考えるとですね、確かに体育館を使うメリットがあるよと。これはあんま

り言えないような状況にあるのではないかと私は考えております。 

これについての答弁を求めませんが、時間ございませんので次の質問事項に入りたいと思

います。 

質問事項要旨のですね、（1）の多良木町観光協会の活動状況について伺いをいたしたい

と思います。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。多良木町観光協会につきましては、これま

でいろんな団体等からの要望を受けて、昨年 4月に設立をしたところでございます。 

昨年度は、事務局の職員を公募いたしまして、7 月に 1 名が採用をなされております。合

わせまして、事務局長の公募も行ってきたところでございますが、なかなか該当するといい

ますか、適任者が見当たらないということで、ずっと採用に至らないというような状況が続

いておりました。 

こういったことが合わせまして、当初の目的といいますか、計画に沿った活動というのに

至っていないというのが現状でございます。 

7月から新たに 1名が採用されました。 

昨年合わせまして今年の 1月からですけども、先に採用に至りました職員を事務局長に昇

格という形で現在 2名体制でいるところです。 

それまではホームページの作成の事前準備とそれからインバウンド対策の研修、第 3種旅
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行業の資格を取得するための勉強等をされていたということで、ホームページ等につきまし

ては、7月から運用開始というような状況になっているところでございます。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）先日ですね、委員会の中で多良木町観光協会の通常総会の資料をいただ

きました。 

それをですね、みておりまして、ちょっとこれなんだろうと思うところが何箇所かありま

すので、それについてお尋ねをいたしたいと思いますが、去年はですね、理事会ででとっと

ですよこの事業報告書にはですね。 

今年の事業報告書を見るとですね、これが何ですか、執行部会という名に変わっているん

ですその違いを。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。29 年度の事業経過報告では理事会というふ

うな表記で、30年度の事業計画を見ると執行部会というふうになっているかと思います。 

ただ会則等を見ましても会員につきましては、総会と理事会というふうになっておりまし

て、30 年度の事業計画の執行部会というものは理事会の誤りというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）これは理事会の誤りということですね。 

もう少し時間もありませんので、一つ二つ聞いてみたいと思いますが、この運転資金です

ね、経費ですね、についてですけれども、もともとの会則からいくと会費を徴収したりです

ね、なんですか、補助金それから寄附金、その他の収入を充てるということですけれども、

今年は会費はもう徴収しないというふうに計上されております。 

なぜその多良木町の補助金だけでのあれなんですか。 

当面の間と書いてありますが、当面ということはどのあたりまで。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。会則上も会費を取ってということでなって

おりましたが、今の執行部の役員の方々、理事の役員の方々で協議の結果、平成 30 年度に

おいては、会費を徴しないという総会での結果になってきております。 

この理由といたしましては、私たちの考えとすれば、まずは会員を募って会費を徴収して、

それでみんなで協議をしながら事業計画を作っていくというものを考えておりましたが、現

在の理事の方々、大変責任感も強いということで、まずは自分たちが今の事務所を使って何

かをやってこういうことを活動を始めましたというのをまず知らせたいということから、自

分たちの活動を先にやった上で会員を募っていきたいというような趣旨のもとでございます。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）もう少しですね、突っ込んだ質問を用意はしていたんですけれども、時

間が押してまいりましたので、最後の質問になりますが、人吉遺産、日本遺産ですね、日

本遺産人吉球磨観光地域づくり協議会というものが立ち上げられておりますが、それので

すね、何ていいますかね、まだですね、まだ 5 か月ですのでようやくフォーラムの開催な

どで具体的な動きが見え始めたということでございますが、観光地域づくり協議会の役割

とですね、戦略、方向性についてお伺いをしていきます。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。議員ご質問の日本遺産人吉球磨観光地域づ

くり協議会ということでございますが、これまで人吉球磨におきまして、広域連携での観

光に関する事業につきましては、かなり多くの団体、組織をもって推進をしてきたところ

でございます。 

しかしながらこれを観光産業として位置づけるということが非常に困難であったというこ

-77-



 

とから、それらの団体を一つに取りまとめながら、観光を産業として捉えて地域づくりを起

こしていくということが目的で設立をされたところでございます。 

この内容につきましては、議員先ほど申されましたとおり、戦略を作って、それをもとに

事業を進めていくということなんですが、この戦略策定に当たって、現在、上球磨、中球磨、

下球磨といったエリアに分けてのワーキンググループでの会議等も含めて、いろんな場所で

の協議がなされているところでございます。 

それを含めたところで、全体の理事会にかけて、決定をしていくということでございまし

て、まだ取りまとめの段階までには至っていないということでございます。 

今後、その戦略の素案等できた段階で議員各位にはお示しができればというふうに思って

おります。 

○議長（村山 昇君）5番。 

○５番（山中 馨君）確かにですね、この観光事業というのはですね、多良木町、球磨人吉も

一緒ですけど、原資が少し少ないということで大変ご苦労をされているということは承知

をしておりますが、これからですね、やはり観光事業と銘打ってやられるからにはですね、

多良木町観光協会もそうですけれども、もう少し透明性のある経営をしていただいてです

ね、また町民が納得のいけるような形での組織でやっていただければ町民もそれについて

ですね、協力をしていくというのは間違いないと思いますので、そのあたりをですね、も

う少し検討していただきたいと思っております。 

ちょうど時間も参りましたので、私の一般質問をこれで終わりたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

○議長（村山 昇君）これで 5番山中馨君の一般質問を終わります。 

 

坂口幸法君の一般質問 

 

○議長（村山 昇君）次に、12番坂口幸法君の一般質問を許可します。 

12番坂口幸法君。 

○12 番（坂口幸法君）まず初めにですね、今回、北海道の胆振東部地震でお亡くなりになれた

方々、また、被災された方々にですね、心からのお悔やみとお見舞いを申し上げたいと思

います。 

改めて、自然の脅威といいますか、猛威といいますか、改めて、我々なかなかそういう地

震、災害等にまだまだ遭遇していないので実感が湧きませんが、実は、この多良木町、この

人吉球磨までも起きるっていうところも含めてですね、また、今回の一般質問の中にも防

災・減災についても質問を入れておりますんで、答弁の方よろしくお願いしたいと思います。 

まず初めに、1 番の多良木高校の利活用についてでございます。1 番の現在までの県との

協議及び中学校の耐力度の調査の進捗状況についてというところで、まずは質問したいと思

いますが、先ほど耐力度調査はまだ結果はわかっていないという課長の答弁もありましたが、

また、6 月からですね、さっき、先ほど町長も毎月、県との方は協議を行っているちゅう答

弁もございましたので、どのような状況で協議をされて耐力度も含めてですね、進捗状況に

ついてお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）これより町長、教育長、関係課長の答弁を許可します。 

町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）お尋ねの現在までの県との協議に関しましてですが、昨年の 9 月から

ですね、これからこれまで 4 議会ごとに、議員の皆様からいろんな角度でご質問を受けて

きました。 

その都度お答えしてきましたとおりですけれども、5 月 2 日に熊本県に要望書を提出して
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いただいております。 

その後いろんな外部の動きがありました。そのことは新聞等で報道されておりますので、

皆さん方もよくご承知のことと思います。 

しかし、執行部としてはですね、ブレることなく提案いたしました要望書の実現に向けて、

毎月県との協議を行っているというところです。 

まだ、前回、6 月議会でお話しした以上のお話は、内容はないんですが、県も私たち執行

部と考えは同じだというふうに思っております。 

今のところ県からはですね、どうするという明確なご回答はいただいておりません。 

多分、その後いろいろと出てきましたので、それを調整しておられるんじゃないかなと、

支援学校の件、それから体操、県の体操協会ですかね、そういったところからいろいろ県の

方には要望が行っておりますので、そういったとこも踏まえていろいろとお話をされている

んじゃないかなというふうに思っていますが、その後の具体的な進捗は今のところはありま

せん。 

耐力度調査については担当課の方からお答えをさせていただきます。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）耐力度調査のですね、進捗状況について報告をさせていただき

たいと思います。 

中学校耐力度調査の進捗状況につきましては、8 月下旬と 9 月上旬にですね、委託業者に

よるところの現地調査を行いまして、現在、構造耐力計算を行っているっていう状況です。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）耐力度調査の結果といいますか、大体いつごろこの耐力度調査の結果が

おわかりなるのか、もしわかればご答弁お願いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）契約工期内にはですね、成果品が納品されると思いますので、

その時には 10月上旬を予定しておるところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）10 月上旬には大体その耐力度の結果が分かってくるという今ご答弁でご

ざいました。 

耐力度調査、耐震調査とかございますが、耐力度調査に関しては老朽化した建物に対して

の建物の構造、耐力、経年による耐力低下とか、立地条件による影響の 3点の項目を総合的

に調査し、建物の老朽化を総合的に評価するものが耐力度調査と言われるわけでございます

が、この中学校のある区長だったと思いますが、そこの中学校、その今の中学校を造られる

時にあそこはやっぱり中学校は湿地帯ですごくちょっと土壌的にはものすごくやっぱりいろ

んなそういう固いものを、岩盤、何て言いますかね、入れて結構固くしましたというお話を

聞いた時に、この耐力度が結果が 4500 点以下だったらもうそうやって国県の補助金も含め

て出ますよというお話でありましたが、この耐力度調査の点数が 4500 点以上クリアした場

合にはですね、どのような対応をなさるのかというところでお伺いをしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、耐力度調査については今調査中ですので、その耐力度調査の結

果が出てから判断をしたいと思います。 

どういうふうになるかっていうのは結果次第ですので、最終的には県の方にそれを確認し

ていただいて、4500 点以上か以下というのは決まると思いますので、その時は、皆さん方

にご報告をしてまたご相談申し上げるということになると思います。 

-79-



 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）まだ結果はわからないので、その結果出次第、議会には報告しますって

いうところで、仮定の話は多分できないと多分思うのであれですが、今のそのさっき前後

しますが、その毎月の協議をされてその余り進展はないというところで、そういう要望が

支援学校とか、体操協会のそこはもう県教委の方でやられているところで、多良木町はそ

んなは関係ないといいますか、そういうところであると思いますが、ある程度そのそうい

う県との協議に関しては副町長が多分中心となってやられているっていうこの前の答弁で

もございましたが、今でも、副町長の方が中心となってされているんでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）今の協議の形はですね、県の方から来ていただきまして、高校、高校

の設備整備関係をされているところと、支援学校も支援学校の問題が出てからはこられる

ようになりました。 

そことお話をしているんですが、多良木町町の方で応対しているのは、執行部とそれから

町長部局と教育委員会部局、ですから私と副町長それから佐藤先生と今井課長、それに総務

課長が入るという形で協議をしております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）今はもう県の方からが来てこちらで協議を、町長、副町長、教育長、総

務課長でされているというところで、前回のお話では副町長のそういう議事録といいます

か、備忘録っていうのも口頭でされていたっていうところもお話ございましたんで、こう

やって大事なたぶん協議をされると思うので、それからの会議というのはそういうちゃん

とした会議録といいますか、そういうのはちゃんととって協議をなされているのかお伺い

します。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）前は副町長ちょっと向こうと連絡をとりながら電話でとか、こうこう

であったりとか、そういうふうにしておりましたが、今は先ほど申し上げたような会議の

合間にですね、県との連絡をとっているということはありますが、今はもうその形での、

さっき申し上げた形での協議っていう形になっています。 

その間に、副町長が向こうの担当部局とやりとりすることはあると思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）その時の会議録とかそういうのは取っていらっしゃるのかっていうのを

今質問したわけなんですけど。 

○議長（村山 昇君）島田副町長。 

○副町長（島田保信君）お答えします。先ほど町長がお話ししましたように、今は町長、教育

長、それから私も含めて執行部で対応しておりますが、実は先ほどから答弁しておりまし

たように、県に対する要望で事柄的にも県の判断があっていますので、向こうからの現況

のご意見を聞くっていうな機会になっております。はっきりした議事録は残してはおりま

せん。 

以上でございます。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）県とのやりとりの含め、まだ会議録はとっていない。県の提案というか

意見を聞くような形での会議っていうところであるというところでよろしいでしょうかね。 

私的、個人的にやっぱり県とのやっぱその協議に関しては、県の意見も含めてやっぱちゃ

んと文書に起こして、県がどういうふうに言っているかとか、あとの分析もしなくちゃいけ

ないと思うんですよね。 

その県がどういうふうに思っていることも含めて推し量るためにも、その口頭だけのあれ
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じゃなくて、私個人的にはやっぱりちゃんと会議録をとって、県がこういうふうな形で何月

何日はこういうふうに意見を言ったとかいうのはどこの会議でもそれは絶対あると思うんで

すけど、それをとられていないというのはちょっと私的にはいかがなものかなと思っている

んですが、今後、そういうことに関しても、もう今大事な時期でもあるので、その県の今支

援学校の問題とか、体操協会のこともございますので、県がどのような思いも含めて今後進

めていくかというところにすれば、是非ですね、それ意見でもちゃんととってしかるべきと

私は思っていますが、いかがでしょうか。 

今後はどうされるかお願いします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、今、県の担当者の方が例えば 5 人、こちらから 5 人っていう感

じで話し合いをしているんですが、5 人全員が聞いておりますので、そのことは、あの時言

わなかったとか、こん時こういうふうに言ったとかいうことはお互い頭の中にありますの

で、それは県との信頼関係の中で解消していけると思いますので、これからまた備忘録を

とるとかいうことはしないと思いますので、何ですかね、ボイスレコーダーとかですね、

会議の時に置きますけども、そういったたぐいの会議ではないかなというふうに思ってお

りますので、今後もその議事録については、ご容赦いただきたいと思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）今後ともとらないっていうところでご答弁ございましたが、それはもう

町長がもうとらないっておっしゃったらもうそれまでですけど、やっぱり私は、やっぱり

そういうのはちゃんととって大事な問題と思うので、そこはですね、どんな会議でもやっ

ぱり皆さん、会議録とか議事録とかとってらっしゃると思うんですよね。 

ただ、意見交換という形だけの話になってしまいますので、大事な今から多良木高校利活

用とかも含め中学移転とかも含めてですね、ぜひですね、また検討していただければと思っ

ておりますんで、また、そこはとらないというところでご答弁ございましたので、もうこれ

以上聞く必要なのかなと思っております。 

ちょうど時間がもう 12 時になりますんで、議長の方に暫時休憩をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（村山 昇君）ここで昼食のため暫時休憩いたします。 

午後は 1時から開会いたします。 

（午前 11時 59分休憩） 

（午後 1 時 00 分開議） 

○議長（村山 昇君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。12番坂口幸法君。 

○12番（坂口幸法君）午前中に引き続き、一般質問を行いたいと思います。 

次の 2番目のですね、多良木高校の利活用をテーマに開かれた住民説明会についてという

ところで、これは午前中、同僚議員の方からもあったと思いますが、その中でどのようなで

すね、意見が寄せられたのかというとこも含めて今からお聞きしますけど、町長の午前中の

答弁では、2 人の方は質問されて、あとは活性化協議会の方がほとんど質問されたっていう

ところで答弁がございましたが、どのようなですね、意見が新聞報道にも書いてありました

が、改めてもう一度、どのような意見が住民の方から寄せられたのかっていうのをお伺いし

たいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、その時はですね、活性化協議会以外の方では、女性の方いらっ

しゃったんですが、いろいろと質問されて、やはり慎重に考えていくべきではないかとい

うお話でした。 
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もう 1人の方は、多良木高校の問題は、これからの多良木町をいろいろな形で多良木町が

今後生き延びていく、生き延びていくって言ったらおかしいですけど、将来的に多良木町が

よくなっていく、あるいは発展していくについての非常に大きな問題なので、あそこも含め

て考えてほしいということ。 

それから活性化協議会の皆さんからはですね、今の場所に中学校を建てるっていうことも

いいんじゃないかというのが一つありました。 

それから実は、多良木高校のあの場所に今、校舎が建っているところに中学校を建てるん

じゃないかなっていうふうに持っていくんじゃないかと思っていたとかですね、それは活性

化協議会には入っておられるんだけど、普通の話し合いに入っておられない方がそういうご

意見がありましたね。 

それからもう 1回話を最初からやり直してもらえないだろうかということですね、住民の

方を入れてそういうもろもろのご質問がありましたが、活性化協議会の方々とお話をしてい

る段階で、教育長の方から何とかその教育の力を信じてほしいということを言っていただい

て、そのやりとりはいろいろあったんですが、最後に、活性化協議会の会長から自分たちは

これでは納得していないということがありましてですね、やはりちょっと通常の話し合いの

中でも今まで 3回行っておりますけども、その話し合いの中で行われた論議ももちろんその

中に出てきましたが、やっぱり役場の今の方向ですよね、県の方に要望書を出した方向につ

いてはまだまだもうちょっとその検討の余地があるんではないかということが活性化協議会

の方からですね、言っていただきました。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）大方のご意見というのは、慎重に将来的視点をもってとかそういう活性

化協議会の方々にはそういう中学校も現場所に建てることもできる。陸上競技場ですたい

ね、グラウンドに建てることもできるんではなかろうかっていうお話もたぶんあったって

今、ご意見伺いましたが、ちなみにですね、この住民説明会の時の議事録っていうのはと

っていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）会場の皆さんに許可をもらったかどうかちょっとわかりませんが、個

人的にとって、担当の方でとっていると思います。 

ただそれはまだ起こしていないんですけど、議事録としては、まだそれは出来ておりませ

ん。 

ただ、録音はしてあると思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）録音はしてある。個人的にもちょっと町民にはいろんな意見を書いて、

それを議事録としては残していないというところで、ボイスレコーダーにはちゃんと入れ

ているというところで、今後、そういう住民説明会では今から多分、いろんな場面で多分

されていくのではないのかなて私は個人的には思っているんですが、その住民説明会後の

ですね、コメント、町長のコメントの中に、跡地の利活用にはさまざまな意見があるだろ

うが、今後も住民に対して丁寧に説明し理解を求めたいとコメントも残していらっしゃい

ます。 

そういう形でさっき申しましたように、今後ですね、どのような丁寧に説明して住民の理

解を得るためにどのような形でですね、そういう説明っていいますか、住民の方々の説明責

任といいますかそういうのはどのような形で進めていかれようと今思っていらっしゃるのか

お伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）先ほど、前の議員のご質問にお答えした部分でもあるんですが、今熊
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本県の方では、支援学校の件とそれから体操協会も入ってこられましたし、そういった部

分で、県独自のいろんな調整とかをされていると思います。 

ですから今の毎月話し合いをやっているんですが、進捗は議会にご報告した以上の進捗あ

りませんので、それが何らかの形で例えば、どこを使うことを許可するとか、それからどこ

とどこを県が持って、どことどこを町が持たなければならないとかですね、そういうのがは

っきり出てきましたら、その都度議会にはご報告をさせていただきますし、議会と相談の上

で、方向が決まれば、また住民の方々にもご説明をしなくてはいけないと思っております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）そういう中でですね、県独自、支援学校の件に関しては県がそういうや

っていくちゅうところで、そういういろんなそういう所で何か結果っていうかいろんな状

況によっては、議会にご報告してそのあと住民に説明するという今ご答弁でございました

が、その前のですね、私個人的には思うんですが、住民の理解を求めるためにも進め方と

して、地区別の住民説明会、前回は、多良木町全体の説明会であったと思います。 

久米、黒肥地、多良木のですね、地区座談会も含めてですね、いろんな行政のありようだ

ったり、今から進め方も含めて、その中に、そういう高校の現状の中学校移転のことも含め

てですね、そういうふうな説明会並びにですね、また、小・中学校の保護者を対象にやっぱ

りアンケートも含めてですね、する考えはあるのかっていうとこも含めて、先ほどのずっと

町長の答弁聞くとそういうのはもう全然、今からはもう必要ないみたいなことで、我々はも

う見受けられましたけど、その事に関してですね、進め方に関して、地区座談会とかアンケ

ート調査とかいうところも含めて、お考えがあるのかないのか。なかったらもうないってい

う、お願いします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、そのことについてはですね、説明会はしていかなくてはいけな

いと思っておりますので、逐次、情報が新しい情報が入ったら、それがまとまった段階で

説明はしていきますが、自分の考え方を今回広報で掲載させていただきました。 

今、そういうふうに考えておりますということは住民の方々にある程度伝わったと、私の

考え方ですね、一方通行なんですけど伝わったと思いますので、今後はその反応を住民の

方々のですね、反応をしばらく探っていきたいと思っています。 

個人的にもそういうふうにしていきたいと思っておりますので、その結果、どうしても 3

地区で説明会をしなくてはいけないような事態になりましたらですね、その時はまた執行部

で相談をして決めたいというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）特に、中学校の保護者には前回町Ｐ連か何かの総会の方には説明に行か

れたというところで、2021 年の 4 月開校あと 3 年後ですかね、というところで含めれば今

の中学生の保護者はもうあまり関係ないと。 

でも今の小学生の特に五、六年生の子たちの保護者には、いろんな意味で関係してくると

こがあるので、そういうところも含めれば、そういう意向調査といいますかそういうところ

もやっぱりとってみるべきじゃないのかなと私は思っているんですが、状況が変わってくる

とそういう住民説明会も地区座談会のことも含めて今後は考えていくという答弁でもござい

ました。 

そういう中でですね、さっき町長の方の答弁でもありましたが、住民の中にも中学校移転

をですね、高校の空き教室を利用して中学校の移転、または高校の利活用だと思っていらっ

しゃる住民はですね、少なくないんですよね。結構なんかいらっしゃいます。 

もう新築移転ではなくて、高校の今の校舎の空き教室を利用してっていうのが結構聞こえ

て、そぎゃんと思っていましたっていう方は結構いらっしゃいます。 
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要はその新築移転した場合、さっきもありましたが、その費用、費用ですよね、新築の場

合と高校の空き教室とまだその現地のグラウンドに建てるというところも含めて、そういう

費用対効果ちゅうか、コストパフォーマンスがなかなか見えてこないので、住民の方々もど

のくらいそのかかるとかも含めてなかなかただ方向性だけは新築移転という方向性だけは町

長は示していらっしゃるけど、その費用、費用はどのくらいかってっていうのがなかなかわ

からなくてそのいろんなパターンを示してほしいっていうお話もあったので、特にですね、

高校の空き教室、校舎を使った場合も含めれば、その教室が小学校、中学校、高校の場合は

どうなのかっていうのがあるかもしれませんけど、調べてみると小・中・高はもうほとんど

一緒 76、7メートル、9メートル、63平米が基本的な教室の広さで、それはすべて基準で決

めてあるというわけではないみたいなので、そういうところも含めればですね、そういうい

ろんな何といいますか、その新築移転っていうのも皆さんの中にはですね、勘違いされてい

るところもあるので、いろんなやっぱりパターンをまだ私は時間があると思うので示してほ

しいというご意見もあったんですが、そのことに関してはですね、そういう費用、コストパ

フォーマンス、費用がどのくらいかかるかちゅうのをですね、今後、示すお考えはあるのか

ないのか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）今回、広報にああいう形で書かせていただきましたので、あれを読ん

でいただけばわかると思うんですが、読まない方も中にはいらっしゃると思いますし、

小・中学校の保護者の方が言われるとおり対象になってきますよね。 

町Ｐ連の皆さんが小・中学校全員集まられる場所で一応説明をしたんですが、そこは役員

の皆さんだけだったからですね、ですから、私もいつか教育委員会の方にお話をして、小学

校の保護者の方には説明をしなくてはいけないかなというふうな気持ちは持っておりました

ので、そこは教育委員会の方と話をさせていただきたいと思っています。 

それから今の今、県の方がどういうふうに計画しておられるのかよくわからないんですけ

ど、我々もそのそこを先をとって質問もなかなかできないところなんですが、支援学校が私

たちが要請しているように高等部だけが来た場合とそれから小・中・高全員、全部来た場合

ですね、これは今の施設、今の高校の校舎の使い方が全く違ってきますので、そこを県の方

が決められた、決められたならばそれどういうふうに決まったということはご報告できると

思いますが、今そこの部分がはっきりしないと。 

ただ、中学校の新築移転だけは今回の広報に新築移転というふうに書きましたので、高校、

中学校の新築移転については広報を読んでいただいた方にはわかると思います。 

ただ、小学校の保護者の方々ですよね。 

先ほど言われたその年度からひょっとしたらずれ込むこともあるかもしれませんので、そ

れは、多良木町はなるべく早く、早くやらないとやはり資材も上がります。人件費も上がり

ますので、その辺は考えております。 

ですから、早くやらないといけないと思っておりますが、それは県の都合もあると思いま

すので、あそこを多良木町に提供していただけるかどうかもまだはっきり回答をいただいて

おりませんので、それと金額が幾らかかるかですね、これは私たちがですね、安易に考えて

おりましたのは、面積に単価を掛ければ金額出てくると思いますので、確かに、それはその

とおりなんですが、それを出していなかったということがありますので、これは早急にです

ね、どのくらいかかるのか、幾つかのケースがあると思うんですが、現場に建てた場合どの

くらいですね、それから移転して高校の敷地内に建てた場合どのくらいかかるのかっていう

のをですね、そして体育館も含めて、今の中学校の体育館かなりクラックが入って老朽化し

ておりますので、これは現場の場合には、あそこ解体して建てかえなければならないってい

うこともあります。 
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それからこれは県の方には交渉の段階で体育館を二つありますので、一つ譲っていただけ

ないだろうかっていうのは交渉したいと思っておりますので、その場合の金額ですよね。 

そういうのをちょっと計算して出して、案外簡単には出ると思うんですが、面積を、面積

に金額を掛ければいいわけですから、そこちょっと安易に考えていたもんですからまだ出し

ておりませんでした。すいません。そこは早急にやってみたいと思っております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）早急に出すっていうところでご答弁ございましたが、その現場に建てる

っちゅうのは、今のグラウンドに建てて、先ほどの町長答弁は仮校舎を造ってどうのこう

のとおっしゃっていましたけど、やっぱあの多良木小学校がそうであったように、多良木

小学校の改築した時には、あそこのグラウンドに建てて、それの建設現場を子どもたちが 3

階の鉄筋、あれからずっと眺めてですね、いろんな意味で子どもたちはその建設業のいろ

んな営みとかそういうところも含めて、すごく勉強になったと私たちは自負しております。 

そういうところも含めてですね、新築移転の場合と、現場と先ほど現校舎を多良木高校の

校舎の空き教室を利用する。 

それは県の小・中・高が全体が来た場合にはちょっと教育的には足りないでも、空き教室

を利用したその校舎を含めた改修費用、このこともですね、是非、費用をですね、どのくら

いかかるかも含めて、大体わかると思うんですが、そこも含めてされるっていう気持ちはあ

りますでしょうか。多良木高校の校舎ですね。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）もう今、新築移転ということで一応打ち出しておりますので、そして、

県の方もそのつもりで要望書を受け取っていただいておりますので今の県の校舎、多良木

高校が現在あって生徒たちが通っているあの校舎を多良木中学校が使うということはない

と思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）ないと思いますってもうはっきり言われたのでも新築の方でもう行きた

いというのが町長のそういう気持ちが垣間見られたわけですが、でも私はですね、やっぱ

り将来的にはそういう財政的な面も含めれば、やっぱりそういうとこ、現校舎の高校の校

舎の空き教室を利用してなるべく負担がかからないようにするということもやっぱり行政

の私は役目だと思っているので、そういうところも出す、その費用を出すだけでもですね、

それは何も県教委には不都合なことは何もないと思うので、ぜひそこは出していただきた

いなと思っておりますが、もうしませんていう話だったのでそういうふうに受けとめてお

きます。 

じゃあ 3番目のですね、多良木高校の利活用について熊本県体操協会から提出された要望

書についてっていうところでこれも午前中、同僚議員の方からご質問がございました。 

人吉球磨の体操、新体操、トランポリン競技の専用練習施設として、利用を望む要望書が

提出されたことを受けてですね、町長のコメントの中にしっかりと検討させてほしいという

のがコメントでありましたが、その後、検討といいますか、また、町村会の方にもこの要望

書を出されておりますんで、町で今回体操協会が出された要望書に対しての検討はなされた

のか。 

それとまた町村会の、町村会でも月に何回かたぶんあって、この要望書のことに関しても

お話されていると思うので、その町村会の反応ですね、どういうふうな皆さんは反応をされ

たのかお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、体操協会のご要望は先ほど議員のご質問がありましたのでその

時にお答えしましたが、これは県に対する要望なんですね。 
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多良木町もそれから町村会の会長にも来ていますけど、内容を見ますと県に対する要望で

あるということです。 

県の方がどういうふうに考えておられるかそのことまだ聞いておりませんが、これはまず

多良木高校をどういうふうに敷地を活用していくかっていうことがまず最初に出てきて、そ

の後発の事項ですよね。 

あとでそういう要望があったということですので、まずは多良木高校の敷地内をどういう

ふうに使っていくのかっていうことについて、話し合いを進めた上で、その後、その話合い

がどういうふうにまとまるのかまだわかりませんが、それが一応終息した後でのことだと私

は思っております。 

ただ、町内のですね、方も何名か来て一緒に要望しておられましたので、それは真剣に考

えさせていただきますとは言いました。 

それで、まずは県の意向を待ってですね、そして、町としてはその要望に対してどういう

ふうに対処するかということをまだ多良木町のものではないので、それがどうですよってい

うことはなかなか言いにくいですね。そういうことがあると思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）この体操協会の方々のそのなんていいますか、今回要望書を出されたこ

の意味っていいますか、考え方っていいますか、その新聞にも書いてあったんですが、県

内外規模の大会開催や強化合宿、指導者研修等を行い、地域の活性化につなげたいと考え

ておられます。 

さらに、低年齢層や基礎体力養成や学童保育としての役割を果たしたり、高齢者を対象と

した介護予防の支援活動としてのトランポリン教室や体操教室を開催し、地域住民の健康増

進や青少年の健全育成に貢献したいとの地域貢献が根幹にある内容の要望書であると。 

私個人的にはですね、大変すばらしいことだなって、私個人的には思いました。 

だからですね、協会の要望が叶うようにですね、町としてもやっぱり県の方には伝えるだ

けじゃなくてやっぱりすばらしい何といいますか、このちゃんとしたポリシーといいますか、

体操協会の今後進めていこうとされていることをですね、何とか町としても叶えてあげたい

なっていう思いが私にはふつふつと感じたわけなんですが、まだ体操の芯といいますと球磨

郡は南稜高校が体操部があって、九州大会にもう行ってですね、安全ピットの話もされまし

たけど、あれがやっぱりなかなかやっぱり熊本県の体操協会ちゅうのは安全ピットがなくて、

そういうウルトラＥとかＦとかそういう難しい技は福岡県とかあちらの方に行かないと練習

ができないらしいというところもお聞きしております。 

そういうところも含めれば、鹿児島、宮崎にもそういう施設がないので、できればこの第

1 体育館を、多良木高校の第 1 体育館を利用して、宮崎、鹿児島の交流人口そういう拠点に

なり得るようなそういうふうな体操の施設を造っていきたい。 

なおかつ青少年とか高齢者の介護予防とかそういうとこも含めて、地域に貢献したいって

いうのが根本にあらっしゃるので、これ私はですね、やっぱりあの町としてもこれはすばら

しいことだなと私は思ったんですが、町長はですね、ただ、県の方にはそういう要望があり

ましたと伝えるだけに留ま、伝えますというふうに書いてありました。 

でも町としても、これは本当にすばらしい考えでやっぱこういう来て、体操協会とかがそ

うやってきていただけるといろんな相乗効果が今からあふれて、作り出されてくるんだろう

なて私は感じたんですが、町長としてはそういう感じ方はされなかったんでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）そうですね、話自体は非常に、将来に向けていい考え方だと思います。 

多良木町の立場を言わしていただきますと、やはり多良木町は今高校跡地の活用について、

熊本県と協議中ですので、しかも熊本県の物で多良木町の物ではないということがあります
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ので、町からどうだこうだっていうことはなかなか言いにくいということは先ほども申し上

げました。 

まず私としては、多良木町のことを第一義的に考えたいと思っておりますので、その多良

木町に高校跡地がどういう形で残っていくのか、それが決まった後でないとなかなかここに

は私的には踏み込めないという事情があります。 

それはそうです。やっぱりじゃあこっちがきたからじゃあそうしましょか、こっちがきた

からそうしましょうみたいな形ではなかなか事は成り立ちませんので、やはり今はですね、

熊本県に要望書を出しております形での町の姿勢を貫いていって、その結果がどんな感じで

出るかわかりませんけれども、その結果が出たところで確かにいい考えだと思いますので、

体操協会の方々の考え方も県の方でどういうふうに考えていただくのか、県の方で多分考え

ておられるんではないかなと思うんですが、私もそういうことは考えております。 

ただ、それをここでは言えませんが、熱心な要望活動をされておりますので、多良木高校

でなくてもですね、そういうことはできるんではないかなという気持ちは持っております。 

考え方としては非常に県南の県南ではない、ほかの県からですね、来ていただくというス

ポーツの誘致にもつながりますので、いいことではないかなというふうには思っております。

その要望に対してはですね。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）そういう町長もすばらしい考え方だなっていうのは思っていらっしゃる

というところであとはもう県が考えることであって、それまでは多良木中学校の新築移転

のことをまっしぐらに多良木町としてはそれをやっていきたいというのがありました。 

そういう中でもですね、このもう 4番にいきますが、もう多良木高校の利活用に関しては、

やっぱりその将来的にやっぱり視点をやっぱり取り入れたやっぱそういう進め方でいかない

と私はいけないんじゃないのかなと思っていまして、そういう中で先ほど申しました、答弁

でもありました活性化協議会の中でも、そういう要望書を協議の場を作ってくれっていう要

望書を出されましたですね。 

その町長に対して幅広い意見を集約するための委員会設置を求める要望書が出されたとい

うところで、その内容は早急に結論を出すのではなく、多良木町や球磨人吉の活性化をどう

やって作り出していくのか、町民や関係団体を含めて幅広い意見の集約ができる委員会を設

置し、検討をという将来的視点を持った内容の要望書でありました。 

町長は委員会の設置の言及はされなかったっていうことですね。 

改めてお聞きしますが、委員会設置はもう考えていらっしゃらないのか。いろんな場面、

先ほどもありましたが、いろんな状況が変わってきた場合、県との今からの協議も含めてで

すね、そういう時にはどうされるのかも含めて、まずはその中学校新築移転を柱にそうやっ

てやっていくちゅうことで、そういう委員会はそういうまた後戻りするようなことは、先ほ

どもできないっていうところも答弁ございましたので、それも含めてですね、本当に改めて

委員会をですね、設置するのか、されないのかちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）活性化協議会の方々とはですね、3回今まで話し合いをしています。 

それは活性化協議会の方から要望がありましたのと、節目節目でこちらからお話しておい

たほうがいいだろうなと、一応それは議会の皆さん方にお話をした後に、これは伝えておい

たほうがいいだろうな。 

あの方々は上球磨に高校を残そう協議会の方々があとを引き継いでおられるような形です

ので、今まで多良木高校の存続について非常にこう熱心にされてきた方々ですし、これはも

う前の議会でも何回も言っております。 

そういう部分については私も非常に感銘を受ける活動をしてこられた方々ですので、それ

-87-



 

に対して何らかの形で答えなくてはいけないというつもりで今まで 3回協議会を行ってきま

した。 

その後、会長の方からですね、質問状が来ました。質問に質問状と書いてありましたけど

もこれは公開質問状のような形だと思いましたので、もうなるべく自分の言葉で書かなくて

はいけないということで、きちんとした答えを出して、それに対しては回答しております。 

こないだ 27 日に住民の方々に説明をした時にですね、会長が最後に立たれて、自分たち

は納得していないということをおっしゃいました。 

それはいろいろあってのことだったと思うんですが、私たちは私たちの気持ちを伝えまし

たし、活性化協議会の方々はそれぞれにやはり考え方が持っておられると思います。 

一応ではなかったと思いますけども、それに対して私たちが 5月 2日に提出した県の要望

に対しては納得をしていないっていうことだったと思います。 

私たちもこれまで誠意をもって対応してきましたし、これからも誠意をもって対応してい

きたいと思っています。 

要望書のですね、書いてありましたのは、私が、私が理解している内容とちょっと違うん

ですけど、中学校の校舎移転については住民の理解が得られていないっていうに書いてあり

ました。 

私は得られている部分もあると思いますので、これは得られていないという断定はできな

いかなっていう考えを持っています。 

理解してもらっている方もいらっしゃる。理解していない方もちろんいらっしゃるってい

うことですね。 

でもうそれからですね、支援学校の保護者の方々が反対されているというふうに書かれま

した。 

これは確かに支援学校の保護者の方々が今反対をされています。 

しかし、私が思うに今いっぱいになってそれでいいと、あそこシェルターになっているか

ら自分たちの子どもが守られているっていうことで、それでいいというふうにおっしゃって

いる保護者の方々もいらっしゃいますし、無理に移転しなくてもいいからっていうふうに言

っておられます。 

しかし、私が客観的に見ましたところ今あそこは満杯になっておりますので、もうやはり

県としては、もうちょっと広い場所に移りたいと思っておられると思います。 

そこのせめぎ合いといいますか、私は広くしたほうがより子どもたちの教育に対して効果

が上がるんじゃないかなと。 

これは門外漢なんですけどですね、私は。支援学校このことに関してはですね、ただそう

いうふうに思います。 

それから、これは支援学校のことについてはですね、県と支援学校の保護者の方々で今話

し合いがあっていますね。 

それと体操協会が体育館を使いたいと言っておられるというふうにありました。これはも

う先ほどご質問があったとおりなんですが、それに対しては、町の方としては何とも答えよ

うがないという状況なんですけど、最後にですね、町民や関係団体を含めた幅広い意見の集

約ができる委員会を設置して検討していくと要望いたしますというに結ばれています。 

私は住民の皆さんにですね、選挙で選ばれておられる議員の皆さん方が、町を代表する最

高意思決定機関だと思っております。 

私が提案しても議員の方々がそれはだめだって言われればそれはできないわけですから、

県も既に 2項目の要望を県にも出しておりますので、これまで何もしてこなかったというと

そうではなくて、議会だよりあたりを毎回読んでいただいている方々は、ここでどういう論

議がなされてきたのかっていうことは多分、わかられると思いますね。 
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ただ、読まれない、忙しくてそれを読まれない方もいらっしゃるかもしれませんが、そう

いうふうに思っています。 

昨年、中学校の移転を軸にということで、9 月に半年後に表明すると言っていましたので、

9 月に中学の移転を軸にっていうことを言わせていただいて、1 年間にわたって、今年の 9

月まで今まで論議をしてきたわけですが、そういう議論の現場はなかなか何ていうですかね、

住民の方には見えにくいんですね。 

ですからそれを見ようとすれば、議会だよりを見るか、議員の方々に聞くか、職員に聞く

か私たちに聞くかということしかないと思うんですが、高校の跡地に何を持ってくるかとい

う次第での住民の皆さんからなる新しい委員会を作って、それで高校敷地の活用を決定して

いくということになりますと、これは組織論的な序列からいくとですね、議会の方々と執行

部の話し合いの上にいきますので、議会と執行部では一応話し合いは、今までしてきており

ますので、それは議会だよりなり、私の今回出させていただいた広報たらぎでの考え方なり

ですね、そういうことでわかっていただけばというふうに思っておりますので、上位に位置

する委員会ということになりますので、何ていうですかね、判断の基準からいえば議会の皆

さんと執行部のこれまでの協議ですね、協議の中で出されてきたある程度の方向性はどうな

のかなという感じはしますね。 

その委員会を開いてまたもう 1回協議をしていくということになりますとですね、これ先

ほど言いましたが 26年の 10月 7日に素案が、熊本県の教育委員会で決定をされました。 

3 年 10 か月ほど前ですね。そのあたりから議論を尽くされてきているんだったら、そう

いう委員会の設置というのもあったのかもしれませんが、それは 2年 4か月ほど私はそのな

かったような気もするんですけど、私になってからもそういう委員会というのは作っていま

せんけど、外部としてはその高校活性化協議会の方々とお話をさせていただいた。 

内部的には議員の皆さんと私たちで話をしてきたということで残りは 7か月しかありませ

んので、ちょっと時間的にももう 1回今から新たに組み直すということについてはどうなの

かなという見解を持っております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12番（坂口幸法君）答弁がちょっと長すぎるんですけど、すいません。 

じゃあですね、この活性化協議会が要望書を提出されたようにですね、今度、町Ｐ連をで

すね、中心に保護者からですね、同様の内容の要望書が全く出ないということは、まだゼロ

っていうことはないですよね。 

ひょっとしたら保護者からも何かそういう要望が出る可能性はゼロではないと。もしそう

やって保護者からですね、町Ｐ連を中心に出た場合は、やっぱり全く一緒のようなお考えで

しょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、その時にはきちんと説明をしていきたいと思います。執行部の

考え方を説明させていただきたいと思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）そういう協議会の方々たちも全くその中学の全然反対っていうわけじゃ

なくて、そういう議論の場があって、そん中でよりよい方向性を見てそれで新築移転だっ

たらそれで皆さんがそういうあの各種団体の方々と一緒に議論をしながらそうやって進め

ていこうというのが多分趣旨だろうって、いや、私は思うんですよね。 

全く全然中学校を新築移転を反対ということじゃなくて、そういう議論を積み重ねて、そ

ん中で中学校の新築移転が決まることもあるでしょう。 

そういうところも含めればそういう議論の場があっても、委員会があってもいいんじゃな

いですかっていう私たちは、私は捉えているんですが、そこはもう町長と私の見解の違いな
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んで、どうしようもありませんが、あくまでもですね、私の個人的な意見としてですね、多

良木高校の利活用に関してはですね、多良木高校を拠点にした、拠点にスポーツに特化した

施設及び合宿村構想ですねと本町と並びに広域的な防災の拠点としてですね、防災公園の利

用の活用が望ましいと私は個人的には思っております。 

それはなぜかと言いますと球磨陸協、陸連から何年か前か知りませんが、全天候型の 400

メートルトラックの誘致のお願いといいますか、そういうのがあったかと思います。 

その 400メートル全天候型の 400メートルトラックを誘致してですね、体操協会、球磨陸

連を中心に、また本町のあいあいスポーツとも連動してですね、子どもからお年寄りが楽し

める総合型スポーツ環境の充実に多良木高校も図って行った方がいろんなまちづくりのまた

いろんなヒントにもつながっていくのかなと私個人的には思っております。 

災害時のですね、本町並びに広域的避難所及び自衛隊とか消防、警察等のですね、救援物

資の受け入れ場所として位置づけしてですね、住民の安全安心を図ることは行政の私は使命

だと思っておりますんで、私の個人的な本当の意見になりますが、多良木警察署も今後高校、

あと 5年ごろには建てかえも含めて移転も含めてそういう話が多分議論になってくるでしょ

う。 

そん中で、警察署もですね、多良木高校の跡地にもですね、入れるような形になってくれ

ば私は最高かなって思っているんですが、そういうですね、さまざまなやっぱり意見を持っ

ていらっしゃる方はですね、住民の方でもたくさんいらっしゃると思うんですよね。 

だから、そういう方々の意見を集約して議論する場を、として委員会を設置してもらって、

その中で中学新築移転も含め話し合っていきましょうというのが、そういう活性化協議会の

方々のたぶん要望書の趣旨だと私はですね、思っております。 

総合的に、将来の総合的な戦略とか将来的ビジョンがないままにですね、このまま突っ走

るのは町民に理解を得られるのか私はちょっと不安を覚えております。 

だから町長においては、あとさっきも申されましたが、あと 7 か月、7 か月しかありませ

んともう時間的余裕はありませんようなところで私は聞きましたが、7 か月しかありません

と閉校時に合わせてちゃんとした結論を出してやっていきましょうというのが、もうその町

長の先ほどの答弁なのか、私は個人的に 7か月もあるって、私は思っているんですよね。 

まだ、そのそれはお尻が決まっているので、21 年の 4 月開校というところで、そういう

後ろが決まっているからもう今年度でもう結論を出さなくちゃいけないっていうのが、町長

の本音だろうと思うんですが、その 7か月の時間がない、しか残っていないっていう理由は

ですね、そこをなんでそのそこにこだわっていらっしゃるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）先ほどビジョンがないままって言われましたけど,ビジョンは今回の広

報で示したとおりなんですが、それから 7か月しか時間がないというのはですね、あそこ

を 7か月経ってそのまま例えば、放置するともうしばらくしたら使えなくなるんですね。 

草ぼうぼうだと思います。恐らく、ですから、なるべく早く結論を出さなくてはいけない

というのは、私的には思っています。 

それがですね、さっきも言いました 26年の 10月 7日に素案が決定、素案が教育委員会で

決定されて、もうやがて 7か月経てば 4年になるんですね。 

今 3 年 10 か月ぐらいになんですかね、4 年になりますので、その間いろんな論議があっ

たと思います。 

私の前の町長の時もいろんな論議があったと思います。前の町長の時に、2 年 4 か月を使

っています。 

それから私になって 9 月に表明しましたが、今、1 年ちょっとのちょうど丸々1 年ぐらい

ですかね、の年月を経過しておりますので、これだとなかなか先ほど防災の拠点とか、それ
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から 400メートルトラックがあって、警察のというそういう話どっかで前聞いたような気も

するんですが、そういうのをもろもろあるけれども、しかし、やはり町としては何らかの形

の方向性を出していかないと、みんなの話をずっと聞いていたんではなかなか決まらないと

いうことはあると。いいアイデアは今までもう出尽くしていると思うんですよね。 

今から新しいアイデアを出していくというのはなかなかこれまでアイデアが出ていなかっ

たので、難しいと思いますし、もう今は多良木町は 5月 2日の要望書の形で県には要望をま

ずはしていって、その着地点がどういう形になるかわかりませんけれども、お互い誠意をも

って話し合いをしていく中で、多良木町は多良木町の主張を県の方にさせていただきますし、

県の方は、県の方でいろいろと多良木町に要請もされるでしょうし、承諾を求めてこられる

こともあると思いますので、ここはお互い誠意をもって現在の 5月 2日に出した要望書の形

でブレることなく県との協議を作っていきたいというふうに思っています。 

これは信頼関係の問題でもありますので、それが今こういうふうな形で出している。 

しかし、横からこれが出てきたからじゃあ変えましょうというそういう形では、やはり町

とか県とか国の信頼関係は作れないと思いますので、そこはしっかりと自分でも自覚的にで

すね、認識しながらやっていきたいと思っています。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）信頼関係のところも含めてですね、そういうもう崩れてしまうといろん

な意味でそういう感情的なところにもなるかもしれませんけど、やはりやっぱ住民の方々

の意見ちゅうのはやっぱり大事であるし、我々議会も住民の方々の意見を聞いてですね、

そん中で、住民の代表として当選してきたわけなので、住民の方は多分、1 番上だと私は思

っています。 

議会が上じゃなくて、やっぱり住民の方々がやっぱりそういうのが私はあって、この行政

ちゅうとは成り立っていると思うので、やっぱりそこをですね、ちゃんとしたえー何ていい

ますかですね、時間がないって町長はおっしゃるけど、やっぱりですね、そういう議論をし

て、そん中で新築移転もっていうとこでこれ皆さん納得されればそれはそれでいいんじゃな

いかなと思うし、それが今後ともまたいろんな多分要望とかいろんな多分お話が多分出てく

ると思うので、またそこはですね、いろいろ議論していければなと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

ちょっともう時間がですね、もうちょっと最後までいつもここで時間を尽くしてしまうの

で、2番目の防災・減災についてっていうところで、いきたいと思います。 

自主防災組織の現状についてというところで、自主防災組織ももう各地区に多分あると思

いますが、その自主防災組織が今の現状ですね、どのような形でされているのかも含めて、

この前 5区の方で何か避難訓練をされて、それを地域支援活動資金を使ってされたというお

話も聞いているので、もしそういうことも含めてですね、今の現状の自主防災組織はどのよ

うな、どのような活動をなさっているのかというとこも含めて、特にあのうちは 8区の 1で

すが、全然、何年か前作っただけでもうそのままのような状態になっているので、そういう

とこも含めて、今の現状をお願いします。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）多良木町のこの自主防災組織でございますけども、行政区単位に自

主防災防犯組織として 47行政区中、46行政区で規約が整備されております。 

平成 29年度中に活動があった組織は 33行政区です。67．4パーセントですね。 

年 2回以上の複数回活動を行った行政区が 12行政区でありました。 

また、平成 29 年度でございますけども、自主防災組織の活動強化を図る目的で 2 月に自

主防災組織基礎講座を実施いたしております。これには 43の行政区の参加がありました。 

この活動の主な内容といたしましては、防災講演会の実施やそれの参加ということでこれ
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が 1 番多うございまして、次が、危険箇所の確認、次が要配慮者の把握、4 番目が消火訓練

といったところが各防災組織での主な活動内容でございます。 

ただこれには課題もございまして、熊本地震以来、多良木町におきましても自主防災組織

の重要性は認知されてきているんですけども、この活発な活動を行う行政区と規約だけでほ

とんどこう活動のない行政区があるといったところで温度差はあるものでございます。 

先ほどお話に出されました防災訓練ということですけども、6 月 17 日に多良木 5 の 1、5

の 2、7の 2合同での防災防犯訓練の総合研修会というものを実施されております。 

これに多良木警察署また上球磨消防署からも講師として来ていただいておりまして、講義

がですね、講義の内容が防犯に関する講習、防災に関する講習、子どもの通学路点検、その

あとに健康体操、熱中症予防対策というなことも行われているようでございます。 

こういったふうにですね、活発に活動されるところはされるんですけども、全くされない

というような行政区もございます。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）今課長の答弁もありましたように温度差が行政区であるというところで、

本当にいざっていう時にやっぱそういう日ごろの訓練が大事であるかと思いますんで、ぜ

ひですね、やっぱりまたさらなる自主防災組織のされていないとこも含めてですね、いろ

んな活性化に努めていただきたいと思いますし、また、防災士の取得も含めて今消防団員

の方々も何か受けていらっしゃるということで、もし区長とかそういう防災士の研修を、

資格を取りたいという方もいらっしゃればですね、ぜひですね、どんどんそういう方々を

増やしていくような施策もですね、考えていければなとお願いしたいと思います。 

2 番目に防災の拠点についてというところで、必要性についてというところで、防災の拠

点は前々ちょっとお話もありましたが生涯学習センターとあわせてその防災のセンターも一

緒にっていうところですると国県の補助金も出てくるというところで、そういうお話もあり

ましたが、今後防災の拠点っていいますか、そういうのはおつくりになっていくのか。 

それとも既存のそういう今のままも含めてですね、先ほど私が申しましたように多良木高

校のあれはもう広域的なところも含めているところも述べさせていただきましたが、町とし

てはこの防災の拠点に関してですね、どのような方向性を持って今から進めていかれるかっ

ていうのをお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）防災拠点のこの重要性というのは、十分認識をしているところでご

ざいますが、防災拠点イコール新しく建てるこう防災センターあるいは代替庁舎といった

場合にはですね、建設につきまして、将来を見越して慎重に考える必要があるのかなと思

っております。 

ファシリティマネジメントの視点で検討をする必要があるとも認識をしております。 

災害発生時にですね、特にこう大規模な地震が発生した場合に、行政の業務も継続する上

で、庁舎に変わる耐震度の高い施設は必要になるものとは思われます。 

それで熊本地震を契機といたしまして、国交省の方から今年 5月に防災拠点となる建築物

に係る機能継続ガイドラインというものが示されております。 

これは新しく建てる場合にどういった建築機材でありますとか、その部分が主になるとな

っておりますけども、そういった指針も出ておりますので、新たにですね、複合施設という

ようなことも検討の必要性はあるのかなと思っておりますけども、今後そういったガイドラ

インも含めてですね、そういったものを、あとあわせながら検討の必要はあるとは思ってお

ります。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）今後ですね、財政的なところも含めて、国交省のガイドラインに沿った
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形で、どういうふうな必要性を重要性を感じながらどういうふうにやっていくかの今後の

検討課題というところであると思います。 

そういう中ですね、3 番目に入りますが、五木村の防災カメラマップというのがございま

して、先の 7月の豪雨の時にも含めてですね、川の増水とかも含めて、五木村のこの防災カ

メラマップは各 9箇所にですね、そういう防災カメラを置いてもうリアルタイムで見られる

ようなシステムになっております。 

それが幾らかかるかちょっと私の方にはまだわかりませんけど、今回、槻木の綾北川の方

からのやっぱりちょっとあちらに住んでいらっしゃる方もちょっと写真で送ってきたらもう

道は崩れてちょっと綾北川が増水された写真を送ってこられたんですよね。 

それはある意味、ＳＮＳのところですごく便利にはなったったんですが、万が一その方が

災害に巻き込まれた場合はどうするのかというものも含めれば、危ないなっていうところも

あったんですが、そういう五木のそういう防災カメラマップのようなですね、危険箇所とい

うか川とかですね、そういうところにですね、配置してリアルタイムでそうやってもうカメ

ラでそうやって現場が見られるようなことも今からは大事ではないのかなって思っているん

ですが、町としてですね、こういう五木村の防災カメラマップに関してですね、どのような

見解を持たれているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）はい、五木村の防災カメラですけども、議員申されますとおり五木

村には 8 箇所 9 基の防災カメラが取りつけてあります。これはインターネットを通じまし

てライブ映像が見られるようになっております。 

五木村にお尋ねしましたところ夏場は河川側に冬場は積雪、凍結の確認ができるというこ

とで、道路側にカメラを向けて運用しているということでございました。 

この設置費用ですけども、平成 22 年度ケーブルテレビの導入の際に、4 箇所 4 基設置を

されているということです。全体事業費ですけども約 7億円だそうです。 

ケーブルテレビ含めてですね、平成 24 年度に 2 箇所 3 基設置されて 3,740 万円。平成 25

年度で 2箇所に 2基設置されて 1,770万円というふうに聞いております。 

ただこれには補助事業を活用しているということでございました。補助残につきましても

五木村にはまた別に五木村の振興関係の助成金があるということでしたので、余り村からの

持ち出しはほとんどなかったというふうに聞いております。 

また、球磨川水系におきましては、国と県が設置しているライブカメラがございます。 

多良木町では、国土交通省が設置しておりますライブカメラで中鶴橋の左岸側からライブ

映像を見ることができます。 

今、申されたのは綾北川の方ですね、反対側の方に流れる川ということですけども、補助

事業の有利な補助事業が活用できればですね、この費用対効果等の検討も必要だとは思いま

すけども、導入の可能性はあるのかなという気はしております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）結構、お金がかかるんだなと。でも、国県の補助がどのくらいかちょっ

と私もわかりませんけど、必要性を少しは感じられているっていうところも含めてですね、

今日、あさぎり町の議員もタブレット端末を今持ってこられて、いろんなペーパーレス化

を図ってですね、たぶん写真もあれで撮られるんだと思いますが、そういう導入も含めて

ですね、例えば、区長にタブレット端末はどうかわかりませんけど、そうやってスマホの

講習も含めて、いろんなメール、メールですかね、とこも含めてそういうやりとりの講習

会も含めて、行政とのやりとりをできるような体制づくりも今からは必要ではないのかな

という思いをいたしておりますが、そのことに関してはどのような思いでいらっしゃるで

しょうか。 
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もちろんそうやって危険箇所を見にいくのは多分危険と思いますが、このカメラがちょっ

といろんな意味でちょっと高いので、そういうところも含めれば、そういうこんだ行政の区

長にですね、そういう発信をしていただけるような講習も含めてですね、どのような町とし

ては考えていらっしゃるのかということです。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）写真を撮っていただいた方は多分、下槻木の方からこっちを向けて、

写真を撮っていただいたんだと思います。 

あの時は、確かですね、200 ミリ以上の雨が降りましたので、中河間線は交通止めになっ

ていたんですね。 

それで槻木の小学校からちょっと下槻木の方に行ったところで、左側で土砂崩れを起こし

ていたと。その写真を撮っていただいています。 

その後どういうふうになったかと言いますと、県から委託している建設会社、これ多良木

の建設会社なんですが、そこが何日かかけてあそこ土砂を撤去しました。 

ただですね、すぐできなかったのが、電線が倒れていたもんですから、もうちょっとやっ

ぱり危険であるということで、そちらを九州電力の方に来ていただいて、ＮＴＴと九州電力

たぶん来ていただいたと思うんですが、そこでそれを撤去してもらったところで土砂を取り

除いたと。 

それであの時は、下槻木の方には行けなかったっていうことで、一種の陸の孤島みたいな

形にはなっていたんですね。 

ただ、宮崎県の方には行けたと思うんですが、しかし、さっき議員が言われたように、確

かにそのそういう危ないところに出て写真というのはやっぱり危険ですのでですね、なかな

かそのできればやめていただけた方がいいかなというふうに思うんですが、今の槻木これま

で 3 回か 4 回まあちょっと回数を調べればわかると思うんですが、3 回か 4 回、避難勧告を

出して、避難場を作っております。 

下槻木、下槻木小学校と槻木小学校ですね、槻木小学校には現在の支援員の方がそちらの

方ではお世話していただいていまして、下槻木の方は消防の方で、・・・さんの方であちら

を見ていただいています。 

非常にありがたいと思っていますが、今後幾らかかるのかですね、金額ちょっとまだ判明

しませんので、そこらあたりちょっと総務課の方と金額の方をですね、そして補助が幾らあ

るのかとかその辺もちょっと調べてみたいと思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）ぜひですね、そういう槻木地区の方々もやっぱり同じ多良木町の住民で

ありますんで、あそこはもう県道がスットップしちゃうともう陸の孤島になってしまいま

す。 

まあ人吉球磨自体もそうなんですが、そういうとこも含めればですね、今後ともやっぱそ

ういう住民の安心安全を守るために、いかに行政としては守っていくかちゅうのは大事なこ

とだと思うので、ぜひ前向きに取組んでいただきたいと思います。 

ちょっと 2 時に、1 時間経ちましたんで、ここで暫時休憩を議長にお願いしたいと思いま

す。 

○議長（村山 昇君）はい、ここで暫時休憩いたします。 

（午後 2 時 00 分休憩） 

（午後 2 時 8 分開議） 

○議長（村山 昇君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

先ほど、町長の答弁の中で訂正事項があるそうですので、町長より訂正をお願いいたしま
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す。それを許可します。 

町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）先ほどですね、面積を掛ければわかるというふうに言いました。簡単

に言いましたけど、先ほど、環境整備課長からたしなめられまして、そんな簡単なもんじ

ゃないですよと言われまして、どうしてそんな簡単なもんじゃないのかということを環境

整備課長の方から説明してもらいますので、よろしくお願いします。 

大変失礼しました。 

○議長（村山 昇君）小林環境整備課長。 

○環境整備課長（小林昭洋君）失礼します。本来ならば教育委員会の方からの説明でしょうが、

急遽、環境整備課の方からご説明させていただきます。 

先ほど議員がお尋ねになりました住民に対しての比較案件、費用に対しての件でございま

すが、まず町長がおっしゃいましたとおり新築といいましても、やはりまだいろんな住民か

らの要望、生徒たちの、生徒数の動向あたりを含めれば基本構想をまず策定いたします。 

それから基本設計、基本設計まで済みましたらある程度の概算費用が出てまいりますが、

およそそれにつきましても私どもが今までやった経験からいきますと半年近くはかかるんじ

ゃないかと思いますので、今、もし概算の経費で言えるとしましたら平均単価に面積あたり

を、この面積も精査しないと概要でございますが、そういった形でしか費用は申し述べられ

ないということでございます。 

ご了承いただきたい、ご理解願いたいと思います。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）大変よくわかりました。なかなか簡単には出てこないというところです

ね。 

でもやっぱりそういうところも費用対費用ちゅうのはですね、やっぱりどのくらいかかる

ちゅうのはやっぱりあのやっていかなくては、やっぱり今後とも、やっぱりいろんなことが

出てくると思うので、ぜひですね、そういうところも含めてですね、時間はかかるかもしれ

ませんけど、そういう方向性も含めて、示していただければと思っております。 

3 番目の学校教育全般についてちゅうところで、ここでやっと教育長の方に答弁をしてい

ただきたいと思いますが、中高生のネット依存の現状についてというところで、この前新聞

の方にも出ておりましたが、厚生労働省の研究班がですね、先月 31 日、病的なインターネ

ット依存が疑われる中高生が 5 年間でほぼ倍増し、全国で 93 万人にのぼるというのを推計

を発表されました。 

ネット依存はインターネットやオンラインゲーム、ＳＮＳなどの使い過ぎる状態で日常生

活に支障が出るそうで暴力や引きこもり、うつ病などの合併症や脳の障害を引き起こすおそ

れもあるそうであります。 

そうした状況下の中、本町でのそういうインターネット依存のですね、実態調査とか、実

態調査されて把握はされているかちゅうところで、されていれば今後の対策はどのようにや

っていったほうがいいのかっていうのも含めてですね、ご答弁お願いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）教育長が答弁される前に、事務方の方からですね、現状につい

て報告をさせていただきたいと思います。 

平成 30 年 1 月にですね、多良木中学校の方で実施をいたしました心のアンケート結果か

らの報告をさせていただきたいというふうに思います。 

端末を利用したネットオンラインゲーム、ＳＮＳ等の利用につきましては、機器の所持率

が男子 94.9 パーセント、女子 92.9 パーセント、全体で 93.7 パーセントとなっております。 

全体につきましては、県平均と比較いたしますと、県平均が 92 パーセントでほぼ同じ割
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合になっているかというふうに思います。 

このことからですね、ほとんどの生徒が端末を所持して使用している状況にあるというふ

うに思います。 

次に、1日当たりの利用時間についてでございます。30分から 60分が 25.5パーセント、

60分から 90分が 21.1パーセント、3時間以上が 15.5パーセントになっております。 

いずれの時間帯についても県平均とほぼ同じ割合なんですが、やや上回っている状況にな

っているそうです。 

このことから 1日当たりの利用時間はですね、半数未満の生徒が 30分から 90分利用して

いることになりまして、1 日の多くの時間を端末使用に費やしている状況にあるというふう

に思います。 

次に、家庭でのルールについてでございます。家庭で決めていない生徒が 48.8 パーセン

トで県平均より 4ポイント上回っています。 

また、ルールがあっても守っていない生徒の割合が 67.7 パーセントになっており、規範

意識の低さが気になる状況になっております。 

そこで対策といたしまして、学校では授業や集会を通した取組みを行っているところでご

ざいます。 

1 年生では授業参観時に学級活動の時間を使って、ラインやＳＮＳでのトラブルの授業を

行いました。この時、保護者へもですね、案内をいたしまして、多数の保護者に参加してい

ただいたそうです。 

3 年生では技術の時間に情報モラルについての授業を行い、利便性の裏に潜む危険性につ

いて学習する場を設けてきました。 

全校集会や終業式等では生徒指導主事から全校生徒に対しまして、現状を伝えたり、ＳＮ

Ｓによるトラブルや危険性について指導を行っておる状況だそうです。 

また、各学年集会や学級の時間、朝の会や帰りの会で継続的な指導を行っているそうです。 

さらに、学校ＰＴＡ時にＳＮＳ利用状況や危険性について、学年生徒指導担当から話をす

ることで、家庭でも管理してもらうように啓発を行っている状況です。 

次に、ＰＴＡ活動では家庭教育部会による家庭教育講座を開催しました。 

今、考えたい子どものスマホトラブルという演題で多良木警察署生活安全課による講演会

を行いまして、保護者への啓発を行っている状況だそうです。 

このように学校とＰＴＡや関係機関との連携を図りながら、生徒の端末によるネット依存

回避のための取組みを実施している状況でございます。 

事務方からの報告です。よろしくお願いします。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）大変わかりやすい答弁で、驚いたことにほとんどの生徒がスマホを使っ

ているというところで、ちょっと県平均よりもちょっと上かなというところで危惧されて

いるということで、さまざまな対策としても保護者も含めて、やっているというところで

お話を聞きました。 

そういう中でですね、今回、熊本県教育委員会とかですね、熊本市教育委員会ですね、教

職員のたび重なる不祥事が起きて、非常事態宣言を発令されました。 

そう教育長も多分ご存じかとは思いますが、子どもたちや保護者に対するそういう啓発も

含めて対策はされていますが、教職員に対するですね、教職員もやっぱりそういうネット、

スマホ関係も多分されているとは思いますので、先生たちのそういう実態把握とかはですね、

そういうのはされているのか。 

先生たちもそういうそのネットをする暇がないくらい忙しいのか、それわかりませんけど

先生たちに対するそういう実態といいますかそういうのはされているのか、されていないの
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かお伺いしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）佐藤教育長。 

失礼いたします。お尋ねはスマホ携帯等を使った教職員の不祥事です

ね、こういうことについてのお尋ねだったと思いますけども、新聞報道等でもご存知と思

いますけれども、熊本県内の教職員の不祥事問題というのは早いペースで不祥事が発生し

ております。 

これにつきましてはもう県の教育委員会としましても厳しい処分をしておるところであり

ます。 

緊急の球磨管内教育長、校長合同の緊急会議も行われました。不祥事対応です。 

その中で非常事態であると。宮尾県教育長も個人署名入りの緊急発信を各現場に発せられ

ております。 

それを受けた形で各学校において不祥事に関する研修ですね、これはもう繰り返し繰り返

し過去においても行われてきたわけでありますけども、また、こういう状態でありますので、

緊急に研修をやっているという事態であります。 

不祥事の内容はさまざまございますけれども、その中でやっぱりＳＮＳを使った不祥事で

すね。 

例えば、児童生徒とＳＮＳを通して、つながっていろんなこうみだらな行為を起こしたり、

そういう教員も中におるわけであります。 

ですから一番重要なのはやっぱり教師の危機意識ですね。それから何といいますか、教職

員としての使命感、責任感この辺を強くさらに認識を深めていく研修をしていく必要がある

かなと思っております。 

以上です。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）そういう中で、2 番目の教職員の働き方改革の推進というところで、今

回、人吉市の方も働き方改革の中学校に対する指針が出ておりましたが、この前、厚生文

教の方にもですね、教育委員会の方か多良木町の指針もちょっと説明は受けました。 

そういう中で 14 日に開かれた開かれる保護者説明会っていうのがございましたんで、も

う開かれて保護者には今回の部活に対する多良木町の指針も説明されたと思いますが、保護

者の説明会で保護者からのそういう何かご意見等がもし出たらどういう意見が出たかってい

うとこも含めてですね、ご答弁いただければと思います。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）はい、学校の方の取組みでしたので、ちょっと教育委員会事務

局の方は出席しておりませんので、まだちょっと連休明けで情報の方も入手しておりませ

ん。 

よろしくお願いします。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）まだちょっと教育委員会の方はちょっと行っていなかったというとこで、

まだわからないというところで、わかり次第また教えていただければと思います。 

今回の働き方改革は、週 2回の休みとかいろんな部活動の中学校の制限がかかってくるよ

うなところも含めてですね、いろんな保護者もちゃんと説明責任を果たしていかないと、結

構保護者からの方からもですね、いろんなことが出てくるんではないのかなと思っておりま

すが、逆に私個人的にはやっぱこのことによって、こんだ私立学校の方にやっぱそういうス

ポーツ関係で目指す子は、こういう公立高校とか市町村の中学校にはもう行かせないでちゃ

んとしたそういうスポーツの強い私立学校とかですね、そういうふうに逆に流れてしまうの

かなっていう個人的な危惧もしておりますが、これはスポーツ省また文科省、県から県教委
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の通達事項でもございますんで、それにのっとってですね、今後ともしていかなくてはいけ

ないのかなと思っておりますが、そういうところは臨機応変にやっぱ対応も含めたそういう

多良木町独自のですね、やっぱそういう中学校部活動に関しての取組みといいますか、それ

は対応していただけばと思っとります。 

最後にもう時間がありませんので、4 番目の産業振興についてというところで、熊本県の

ブライト企業推進というところに質問をしたいと思います。 

多分あの町長もたぶんブライト企業はご存知だと思いますが、一応、熊本県は働く人が生

き生きと輝き、安心して働き続けられる企業をブライト企業、これはブラック企業と対局の

企業をイメージとした熊本県の造語であります。 

ブライト企業として認定し、そのすぐれた取組みを広く周知することにより、県全体の労

働環境や処遇の向上を図るとともに、若者の県内就職を促進する取組みであります。 

基本的な要件として、1、従業員とその家族の満足度が高い。2、地域の雇用を大切にして

いる。3、地域社会、地域経済への貢献度が高い。4、安定した経営を行っているが基本的な

要件としてあります。 

また、経営者側の事業のねらいとしましては、企業経営者における従業員の労働環境や処

遇の向上に対する意識改革、また、従業員の定着率の向上や処遇改善等による従業員のモチ

ベーションの向上に伴う生産性の向上、従業員や求職者から見た魅力ある企業の増加に伴う

若者の県内就職への受け皿の増加等といった経営者側にメリットがあるのがブライト企業で

す。 

以上、四つの基本的要件に関する大変厳しい 20 の審査項目を設定し採点を行い、審査項

目の得点状況等をもとに、熊本県労働審議会が審査後、県が認定されている企業がブライト

企業というところで、以上、現在で 194社熊本県で、その中で、この球磨郡は一つだけ、宮

本電機株式会社がこのブライト企業の認定を受けていらっしゃいますが、このブライト企業

に関してですね、町長は多分ご存知とは思いますが、ブライト企業、人吉市にも含めて、球

磨含めて、3 社か 4 社認定されている会社があると思いますが、ぜひそういう産業振興のた

めにもこのブライト企業に関するいろんな取組みはですね、やっぱり意義があると思うので、

行政としてもそこのブライト企業の会社に対しての周知とかそういうブライト企業を増やし

ていくようなそういうふうな行政のなんていいますか、バックアップ体制これは必要かと思

いますが、町長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）ブライト企業、要するに例えば、大きな都会のことをグライダイツビ

ッグシティーといいますけども、そういう明るく、例えば、おおらかなそして社会保険

等々ですね、きちんと完備されている社会保険、老後の生活を保障するのは、やはりあの

厚生年金、あるいは共済年金だと思いますので、そういう部分の事業主負担等々しっかり

バックアップができている企業ということですから、これは申請ということになっている

ようですので、ぜひそういう企業はですね、多良木町の優良企業たくさん作っていただい

て、そして申請もしていただけばというふうにその分で多良木町のネームバリューも上が

ると思いますし、非常にいいことではないかなと思います。 

詳しいことは事務方の方にちょっと調べておりますので、答弁をさせますよろしくお願い

します。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）はい、お答えいたします。熊本県部ブライト企業推進というこ

とにつきましては、先ほど坂口議員の質問にあったとおりでございまして、平成 29 年度末

で 194 社、人吉球磨管内につきましては、人吉市が 4 社と多良木からが 1 社ということで

合わせて 5社が認定を受けているような状況でございます。 
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これ年に 1回、県の方からの募集があって、それに応募した企業の中から審査を経て認定

を受けるという手順が必要なんでございますが、議員の質問にもありましたとおり、認定を

受けられた事業所の中では就職の希望者が増えたというような実態の事例もあっているよう

でございます。 

多良木町では雇用対策といたしまして、無料職業案内をやっておりますけども、なかなか

地元の企業が募集をしてもなかなか応募者が少ないといった状況が続いております。 

このブライト企業の推進につきましては、企業のイメージというのが非常にこう高くなっ

てくるということでございまして、特に新規就職者向けのガイドブックを作成するなどの活

動をされておりますので、是非あの多良木町の事業所の方々もこの事業に応募いただいて、

この認定を受けられますと非常にこう有利になってくるんではなかろうかなというふうに期

待をしているところでございますので、県からの募集があった際には、広報紙、それからホ

ームページ等で広く募集といいますか、周知を図っていきたいというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）12番。 

○12 番（坂口幸法君）このブライト企業の認定がですね、大変厳しい審査項目がございますん

で、それをとられてですね、大変すばらしいこのブライト企業を取ることによって、その

会社のネームバリューっていいますかいろんなステータスが上がるのではないかと思って

おります。 

そういう意味でも大変すばらしい取組みだと思いますんで、できればですね、行政的にも

ブライト行政多良木っていうようなところも含めてですね、そういうこれに見習って、そう

いうところも行政も含めてですね、一緒に取組んでいただけばなと思っておりますんで、こ

のブライト行政を目指して頑張っていってもらいたいと思います。 

以上で、私の一般質問は終わります。 

○議長（村山 昇君）これで 12番坂口幸法君の一般質問を終わります。 

 

瀬崎哲弘君の一般質問 

 

○議長（村山 昇君）次に、4番瀬崎哲弘君の一般質問を許可します。 

4番瀬崎哲弘君。 

○４番（瀬崎哲弘君）じゃあ、瀬崎哲弘です。通告に従い、ただいまより一般質問をさせてい

ただきます。 

まずは質問事項の中に、1 番、災害対策についてということで、その前に、度重なる災害

で多くの人命、そして財産、いろんなものの非難を受けられた災害を受けられた方に改めて

衷心よりお悔やみ申し上げます。 

まず平成になってですね、ほんとに振り返ってみるともう来年度で平成も終わるんですが、

災害ばっかりあったような年のような気がしまして、あるテレビのコメンターが災害大国日

本というふうに言っておられます。そのように言われても言い過ぎじゃないような事態であ

りまして、私が今回ここに出したのは、質問要旨の中に西日本豪雨災害からの検証と教訓は

ということで、今までいろんな同僚議員が災害に対しての防災・減災そういうものに対して

は、予期せぬ災害だって、今までの過去のあれに対して多良木町で起きてもいけないという

ことの方が強くて、一般質問の中に相当ありました。 

あえて私がお尋ねしたいのは、もう 7月から大きな災害、それも予期せぬ広範囲な災害を

感じたものですから、じゃあ災害を招くもの、喜ぶものではないということを前置きにして

災害が起きた場合に、この私たちの多良木町としてどのように動くべきなのかということを

念頭に置きながら質疑させて質問させていただきます。よろしくお願いいたします。 

先日は北海道の地震、7 月には西日本の豪雨災害で広範囲に甚大な災害で生命と財産を失
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っています。 

災害を期待していませんが、もし災害がこの地域に起きた場合に、過去に例のない災害で

想定外だったと首長、町長の言い訳にはならないものと思います。 

想定外だったというのはもうこれから通用しないというのはよそでいろんなことやってい

るもんですからね、そしてまたは職員の皆様も職員でありながら我が家、そして家族の人た

ちが災害を受けまた人命を亡くしたりするということも可能性もあるわけです。 

決して多良木町がそういう災害予防のためとかそういうことに遅れているとは申しません

が、どうもいろいろ話を、今までの話だと久米地点の災害が起きた時に、黒肥地と多良木の

方ではまだ災害が起きていないようなよその起きたような感じの防災訓練とかそんな感じに

聞こえてしまうわけですね。 

現実に災害を受けたことがないから地域での防災、自主防災というのは、そうせざるを得

ないことだと思います。 

しかし、今の災害は、一山崩れたり、この球磨人吉が全部やられることだってあるわけな

んですね。 

だからそういう時に、行政として自分の家族のこともありながらでもやっぱり行政マンと

してはこの役場に出て来て、そして災害を受けられた被災をされた方に対しての国や県、そ

して町の人命、いろんなことに対しての仕事をなさるのが宿命になっておられるので大変だ

と思います。 

そこで私がお尋ねしたいのはこういう貴重な経験をよその地域はしている場合に、したこ

とから多良木町の町長もこのニュースは当然ご存知だし、心痛めていると思いますが、本町

に置きかえた場合にどのような町長のお考えを持っておられて、そして職員へ指示をなされ

たかということを先にお尋ねしたいと思います。 

○議長（村山 昇君）これより町長、教育長、関係課長の答弁を許可します。 

町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）おっしゃるとおりで、確かに今、想定外という言葉がなかなか当ては

まらないというか、みんなが想定外になっているということは、今の災害を見ていますと

ですね、ほんとにそれは感じます。 

6 月 19 日から 20 日にかけての大雨で 6 月議会の後の懇親会、賢明な判断だったと思いま

すが、懇親会も中止になっていると。 

そういうことを今はその住民の方々もですね、注目をしておられると思いますので、それ

から今まだ幸いにしてですね、多良木町はそういう災害にあっていないということは本当に

幸運だなというふうに思っております。 

そういうものも踏まえて、かなり危険な状態になったという私たちが判断したこともあり

ましたので、っていうのが 200ミリ降ったら県道中河間線は止まってしまうんですね、県の

方がもうこれは自動的に交通止めをされます。 

そして、今回の私たちはわからなかったんですけど、農林課の職員が槻木に車で行って、

現場を見たらかなりのところが被害に遭っている。土砂崩れもあっているし、山の崩落もあ

っているということ。見えないところでそういうのがたくさん起きているということも踏ま

えればですね、私たちのところがもう完全に安全だということはもうこれは絶対に言えない

わけで、いつ何が起こるかというのは本当に、さっき想定外というのがありましたけど、そ

ういうふうに想定外にならないように前もって準備をしておかなくてはいけないと思います。 

今、議員がおっしゃいましたどういう指示を出したのかということですけれども、今回の

大雨は 6 月 28 日から 7 月の 8 日にかけて、西日本を中心に台風 7 号と梅雨前線によります

集中豪雨で大きな被害が出ております。 

多良木町では 7 月 6 日の朝からですね、すいません、7 月 6 日の夜から朝方にかけて大分
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雨が降りましたので、この雨の前に台風 7号が東シナ海を通過しておりましたので、この温

帯低気圧から梅雨前線に湿った空気が入ってきたということで、多良木町にも大雨と土砂崩

れの危険が迫ったということで、県の方でも土砂崩れの警報が出ておりました。 

7 月 6 日金曜日の 16 時 50 分に災害警戒本部を設置いたしまして、6 名体制でまずは警戒

に当たりました。 

18時に自主避難を、自主避難場を、避難場ですね、開設をいたしております 

○４番（瀬崎哲弘君）町長、すいません、答弁中に。私がお話ししたのはちょっとこの間、そ

れは前もいろいろ聞いとるわけですけど。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）はい、実はですね、申しわけございません。町長、申しわけございませ

ん。私がお尋ねしたいのは。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）よその地域が起きて、災害を起こして、そしてこの多良木町が今後どの

ような災害後の処置をしていくかということ各課に指示したかということです。 

町長がどのように受けとめられたのか。 

よそが、北海道であり、西日本だろうがというところですよね。そこら辺をお尋ねしたい

んです。 

いろんな指示は適切にされていることは重々承知しております。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）型どおりの答えをメモった分を読んでいっていたんですが、すいませ

んでした。どういうふうに感じたかっていうことですね、はい。 

先ほどの議員も言われましたけど、西日本豪雨の時はですね、広島の方がマイクを向けら

れた時に言っておられましたけど、自分は 50年ここに住んでいると。 

しかし、こんなこと初めてだと言っておられました。 

それから北海道の方、もう地震によって被害を受けられた方がまさか北海道の真ん中で地

震が起きるとは思わなかったと言っておられました。 

ですから議員先ほど言われたように想定外のことが次々に起きているわけですね。 

ですからそれに対してどういう対応ができるかっていうことをこれから考えていかなくて

はなりません。 

ですからそのことは課長会の方でもですね、皆さんもやはり気を引き締めてきちんと災害

に対して対応できるように、いつでも庁舎にですね、来られるようにしといてくださいよと

いうことは申し上げました。 

去年の話なりますけども、去年の 9 月 16、17 だったと思いますが、あれはたしか台風 18

号の時だったと思います。 

間違いなくこっちに来るという情報だったもんですから、その日は担当職員は全員泊まり

込んでおりまして、私も町長室に泊まり込んでおりました。 

しかし、幸運にもですね、太平洋側にそれてくれたということで、胸を撫で下ろしたわけ

ですけれども、そういう緊張感を持って対応していくということが一番ではないかなという

ふうに思っています。 

それからもう一つは、いろんな災害をめぐって、ワイドショーみたいなのがありますよね。 

そこに災害対応をされた方が来ておられて、どういうふうにしたら皆さんなかなか避難を

してもらえないんだけど、そのどういうふうにしたら皆さん避難してもらえますかねってい

う質問に対して、アドバイザーっていうか、災害対策のプロの方がですね言っておられたの

は、町の放送でただ単純にだらだらと放送するだけでは相手に危機感が伝わらない。 

だから自分がもし放送するんだとしたら、もうこれで放送は終わります。避難してくださ
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い。私も避難しますというような形でのですね、そういうやはりもう危険がすぐそばに迫っ

ているっていうな放送をした方がいいですよっていうことを言っておられました。 

そういうもろもろの報道の特番とか見ておりますとやはり参考になることが、たくさんあ

ります。 

ですから避難場をこれまで何箇所か、保健センターと槻木が 2箇所ですね、避難場所、一

応開設しましたけれども、やはりあのこられる方が大体もういつも決まっておりましてです

ね、そんなに多くの方々がこられるわけでありません。10名以内です。 

ですからそういうことを考えますと、先ほど言いましたように避難してくださいと言って

も動かない方もいらっしゃると思いますので、そこはこれからどういうふうにしたら被害が

身近に迫った時に動いていただけるのか、そのことをやはり考えていかなくてはいけないか

なというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）町長が私が期待するようなこれからの質問に期待するようなお答えをい

ただきましたので安心いたしました。 

実は、これ読売新聞の記事の中にですね、これは 8月 5日でした。特別警報後に避難指示

ということで、これは国も間違っていると。 

やっぱり何か国もこういうことに対して反省をせないかんということと私どもも多良木町

として、例えば、国県の特別警報というのを期待じゃないけど、その情報を持って避難指示

をしたりするからもう既に災害が起きたり、地域によっては土砂崩れで生命の危機に遭って

いるのかもしれないし、それを余りにも県に頼りすぎやしないかというのがほかのにも載っ

ていました。 

そういうことで、多良木町も避難指示、全国的にも避難指示をしたら 1パーセントぐらい

しか避難をしない。 

先ほど町長がおっしゃっていただいたように、もう身の危険を切実に訴えないとみんな避

難指示ぐらい、勧告ぐらいでは動かないということで、結局、もう今までの常識というか、

認識が覆すような今度の災害でございました。 

やっぱりも町長がみずからマイク持っとって危ないですので避難をできるだけしてくださ

いというふうな呼びかけをする。機械的に呼びかけしてもなかなか人が動かないということ

をおっしゃっていましたので、まさしくそのとおりだと思います。 

そこで今回は、私の過去の経験の中からお尋ねするわけなんです。各課の方に今度は逆に

お尋ねしたいんですが、アとイは議長、一緒にひっくるめて質問いたします。よろしいでし

ょうか。アとイは一緒の質問に。 

○議長（村山 昇君）どうぞ。 

○４番（瀬崎哲弘君）それでですね、実は私が議員になりたての頃に、なって二、三年たった

ころか中鶴橋あたりの黒肥地のあそこら辺が水につかるということで、退去して中鶴周辺

の黒肥地の方ですね、あの方たちが消防団に連れられて、多良木の集会、体育館の方に避

難をしてまいられました。 

あれが私が議員になって、ほんとにこう避難というのは大変なんだなと。 

洪水被害区域危険だったんだろうなということで、ところが連れてこられたのはよかった

んです。で、その後いろんなことで役場は右往左往しながらいろんな連携の、その時できる

範囲の仕事はされていました。 

ところが夕方になって避難解除的なのが出てもう防災訓練か何か、防災放送かなんか、防

災無線かなんかでもう解除しましたのでというふうな言い方をされまして、そして私体育館

に行ったら、あの近くのお年寄りが 4人残っとって、連れてはきてもろたばってん私どもは

どぎゃして帰ればよかっだろうかというのが実は実態でした。 
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だから災害での可能性がある時にはみんな一生懸命しますけど、もう災害のもう避難のあ

れがなくなった時にはもうスーッといなくなって、お年寄りの人だから私が実は送っていっ

たことがあるんです。 

・・・さんとこの近所の方をですね、だからそういうことが過去にありまして、それとも

う一つ、これはつい最近、7 月だったかな。防災無線を聞いとったら大雨の洪水警報が出て

います。 

避難をされる方はあすこの保健センターの方に速やかに避難してくださいという言葉でし

た。 

私どもは防災無線で避難指示をよくしてくれたなと勧告してくれたなと思っているんです

が、お年寄りの方、例えば、障害を持っておられる方、それとか車を持っていない方、そう

いう方が山つきとかいろんなとこにおられた時に、誰が連れてきてくれるんだろうかってい

うことを一瞬思ったわけですね。 

だから多良木町として今後するのはまず避難の呼びかけをするならば、そのきめ細い対応

まで、例えば、今日の午前中に同僚の議員がおっしゃっていました。 

いろんな地域に協力ができる区長をはじめ、そして消防団の皆さんをはじめ、いろんなこ

とで地域情報を持ってくれる人。 

そして、責任もってしてくれることもああいう人をやっぱり構築する必要があるんじゃな

いかなということを思ったわけなんですね。 

これはもう前置きでお話ししときますけど、そういうことがありましたので、各課の皆さ

んにはいろいろその間、この間ですね、協議をなされたことがあるかもしれませんし、私が

こうやって一般質問したのはこれからそういうものをもしなさってなければ、これからの協

議の段階ということでも結構でございますので、ありのままのお話をお聞かせいただきたい

と思います。 

まずは総務課の方から。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）はい、まず総務課っていうことですけども、今までの話と少し重複

する分があるかもしれません。 

災害は忘れたころではなくてもいつでもどこでも発生するという前提に、改めて自分の命

は自分で守るということの教訓が一番というふうに感じております。 

行政といたしましては、その命を守るために住民の方に予防的避難の重要性を認識しても

らい、台風、また大雨等の災害の予想のつく場合にはですね、早めの避難、予防的避難を徹

底したいというふうに今取組んでいるところです。 

また、災害発生に対しましては、自助の観点で予防的避難の推進、共助の観点で自主防災

組織の強化、公助の観点で住民への防災情報の伝達強化ということに取組んでいます。 

予防的避難につきましては、防災マップの周知徹底を定期的に諮りまして、特に土砂災害

等の警戒区域に住んでおられる方には周知と認知、自分たちがそこに住んでいるという認識

を持ってもらいたいということで周知を徹底していきたいというふうに考えております。 

また、自主防災組織の強化につきましては、先ほど議員申されましただれがその避難場に

連れてくるのかというのも含めまして、自主防災組織の基礎講座、また防災訓練等により組

織の充実強化を図っていければと思っております。 

また、あの情報、防災情報の伝達強化につきましては、平成 28 年度から取組んでおりま

す球磨川水系防災・減災ソフト対策事業におきまして、防災マップの更新、ＬＥＤ掲示板の

設置、球磨川沿い地区へのエリアトークの設置等を行っているところです。 

また、本年度からはデタポンでの防災情報も提供しております。 

防災行政無線のデジタル化に本年度からまた着手もしております。着手をいたします。 
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また、公助の観点からですね、食料、物資、資機材等の備蓄も順次行っております。 

当面の課題といたしましては、本年度中に業務継続計画、朝の質問にもあっておりました

けども、このＢＣＰの策定を早急に行いたいと思っております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）はい、わかりました。ほかの課の方にはですね、ぜひ想定した、例えば

今、今までよその県が災害にあって、例えばライフラインが遮断され、ガスがなくなり、

電気がなくなり、いろんなこと例えば、球磨郡が全域災害が起きた時に、課として皆さん

方が今行えるようなことを考えられることどんなことを考えているのかっていうことをち

ょっとお尋ねしたいと思います。 

例えば、町民福祉課の方に例えば、罹災証明書とかそういうものがどのような形で発行さ

れていくのかたっていう感じですね、簡単でよございます。 

課が行わないかん仕事を、打ち合わせされたことがあれば教えてください。 

じゃあ町民福祉課。 

○議長（村山 昇君）黒木町民福祉課長。 

○町民福祉課長（黒木庄一朗君）お答えいたします。町民福祉課といたしましては、災害廃棄

物の処理に関する計画の早期作成が必要だと考えております。 

災害廃棄物につきましては、原則は本町が主体となり処理することとなりますが、自己処

理が困難な場合には、熊本県や国、また、ほかの市町村及び民間事業者などの協力支援を受

けて処理することとなります。 

なお、既に民間事業者と熊本県が本年 2月に災害による損壊した建築物等の解体撤去の支

援に関する協定などを一般社団法人熊本県解体工事業協会、熊本県環事業団体連合会と締結

されています。 

それに応じ本町も具体的に示した細目の協定締結を 2団体と本年 6月に行っております。 

また、その具体的な処理内容を踏まえまして、本町の地域防災計画に基づき、多良木町災

害廃棄物処理計画を作成中です。 

本年度には、県にご指導いただきながら作成いたしますので、完成後は町民の方々に回覧

等で積極的に周知したいと考えております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）はい、課長から説明がありました。できましたらですね、災害が発生し

て、まずは身の回り瓦礫がいっぱいあるわけですね、それを課長の場合は、ある程度落ち

ついてからの処理の仕方であって、例えば、瓦礫をとりあえず交通の便がいいように立ち

退かせないかん時に、どこに置くか。私が言いたいのはそこら辺なんですね。 

例えば、町の遊休施設のどこかに置いてとりあえずライフラインの確保がこの町でできる

かということということで、それはまたいろんな今後の協議の中でお考えいただきたいと思

います。 

そしたらあと、例えば課でお願いするんですけど、環境整備課でお願いしたいんですが、

例えば、電気が、電気はまた別でしょうけど、いろんな水道とか水道係がありますので、水

道がなかった時に、例えば、自衛隊が来るのに多良木だけなら来てくれるけど広域になった

時にどうなるのかなと。 

当座のですね、3 日間、そういうような想定のもとに、想定というか、考えのもとにご答

弁いただきたいと思います。 

○議長（村山 昇君）小林環境整備課長。 

○環境整備課長（小林昭洋君）お答えいたします。環境整備課としましては、2 年前、町の各建

設関係の業者様と業務継続計画を検討いたしました。 

その時に、まず 1番目にお互いに問題となりましたのが、まず我々職員、それから会社の
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方すべてが被災者となり得る。 

まず急遽、今議員がおっしゃいましたとおり、住民の方の例えば、多良木町それから各黒

肥地、久米地区の避難所へ向かう際に、2 次災害となって、特に多良木町におきましては、

横断して幸野溝、百太郎溝が横断しております。 

この橋がですね、今橋梁の点検をやっているんですが、ほぼ落橋するかと思います。熊本

地震規模のやつが来ますと。二災害として落橋から避難する際に、二次災害に巻き込まれて

非常に危険な状態になると。 

その前に、その通行止めというものをやらなきゃいけません。通行止めをするためには夜

とかになりますと、灯とかが必要ですので、今資機材のですね、総務課あたりにお願いをし

ておるとこでございます。 

いわゆる通行止めのですね、非常用灯とかですね、もちろん蓄電式太陽光発電ああいった

もので使えるようにしたいと思います。 

まずそこが一番だということでございます。 

ただ今言いましたとおり、建設業界の方たちも被災者となりえますので、また広域に起き

た場合、そのユンボとかそういう資材がですね、多良木町だけ独占するわけにはいきません

ので、そういったところでは、建設業界の方たちはできるだけ町としても、ある程度の資機

材は確保してくれということでございました。 

非常用発電機、それからちょっとしたユンボですね、とりあえず応急的なものはそういっ

た形で対応すると、それと職員が何人集めるのかということで、我々環境整備課の中では、

人吉から町外からも来る職員もいますので、そして子ども抱えている、それから高齢者の親

を抱えている職員、そういった人たちも何時間でどれだけで来られるのかという想像をです

ね、立てて検討しているところでございます。 

それがいわゆる業務継続計画の第一歩でございますので、まずそこが大スタートというこ

とございます。 

それから 2番目にですね、人材不足でございます。 

今、我々のとこで問題になっておりますのが、土木技術職員、専門職員が、応急的かつ長

期的に復興する際に、今人材がいないということでございます。 

これはなかなか時間がかかるものでございますが、できますればよそからヘッドハンティ

ングイとか、今の若手職員をですね、できるだけ災害復旧の能力を高めていくことも重要で

あると思っております。 

それから仮設、公営住宅関係で仮設住宅やみなし仮設住宅の確保ということでございます

が、こういったものつきましても場所とか、急にですね、今おっしゃいますようにあそこに

造れ、ここに造れというもので確保できる場所がなかなかございませんので、こういったあ

たりも安心できるような場所に造れるようなところも準備しとかなければ、すぐ応急的な作

業からこういったものに移る際に非常に慌てるんじゃないかと思っております。 

それから各個人の方のですね、住宅再建資金のですね、整備もある程度考えとったほうが

いいんじゃなかろうかというのもあります。 

それからあと災害ごみの先ほど問題がありましたが、先ほど議員がおっしゃいますとおり

瓦礫のですね、撤去あたりで、それと予防策、昨日言いましたが、先ほど言いました河川の

浚渫ですね、土捨て場の確保、これが実は、災害ごみのですね、置き場所としても利用価値

があるんじゃなかろうかということでこういうストックをですね、かなり町としても確保し

とったほうがいいんじゃなかろうかと思っております。 

あと上下水道に関しましては、まず下水道が普及が 70 ぐらいなんですが、下水道管が使

えなくなるということでとりあえず下水道管の中にですね、流し込みはできるんですが、そ

れを流し込む水が出ません。 
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その中で今 10 件ほど登録があるんですが、井戸水がですね、発電機でですね、井戸水の

浅井戸ポンプが稼働可能になります。 

井戸水を登録しまして、この井戸水を汲んでいただいて、飲み水としては適さないところ

が多ございますので、下水道へ流す水としては非常に利用できるので、今、管工事組合と浅

井戸ポンプの確保とですね、下水道登録の住民に 1年 1回、住民の方に登録をお願いしてお

ります。10件ほど登録しております。 

あと、問題は最後にですね、インフラの耐震化や長寿命化及び解体更新等でございますが、

こちらはファシリティマネジメントをどっかの担当課で策定いただきまして、計画的にまた

財政的にですね、なかなかすぐにはできないところがございますので、危ない箇所につきま

しては先般も大阪で擁壁が倒れて、小さい命が亡くなっておりますが、教育委員会の方でも

全面的にしますが、ほかにも危ないところが多数ございます。 

町営住宅関係でもありますので、こういったところの、もう既に解体した方がいい所、ま

た更新するところ、また耐震化を進めるところそういったものを早いところファシリティマ

ネジメントの策定によって、明確にする必要があるんじゃなかろうかというとこでございま

す。 

まだほかにもいろいろございますが、環境整備課としては以上でございます。 

終わります。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）いろいろありがとうございます。新聞なにかに載っていましたが、これ

空き家対策の時に話そうかと思ったけど、忘れたらいけませんので、空き家がいっぱいあ

ります。 

それが倒壊していない空き家があった時に、被災を受けられた方が家がなかったり出され

る時に、町営住宅とか体育館で満杯でしょうがない時には、空き家の利用という方法もある

んだそうです。 

それはまた空き家の情報の問題の時にお話させていただきます。 

他に、健康・保険課の方でもし何かそういう打ち合わせしておられたら。 

○議長（村山 昇君）東健康・保険課長。 

○健康・保険課長（東健一郎君）それでは健康・保険課の担当といいますか、災害時要援護者

計画というものございます。 

平成 23 年に作られておりますが、その担当がですね、当課の高齢者支援係と健康増進係、

また町民福祉課の福祉係、子ども対策課の子育て支援係、それと総務課の管財防災係それと

社協となっておるところでございますが、その業務は、避難情報の伝達、避難誘導、安否確

認、避難状況の把握等となっております。 

この対象者でございますが、それが要介護者 3以上の方、また独居の方、あるいは高齢者

世帯の方、寝たきりあるいは認知症の方、また、身体障害者 2級以上の方、また、あるいは

精神障害者一級の方などハンディキャップを持った方等でございます。 

このようなことからですね、避難情報の伝達一つをとりましても、その方に伝えるのが職

員で到底賄えるものではございません。 

そのためには平時から区長や消防団、自主防災組織、民生児童委員、介護制度の関係者、

また、障害者団体、それとその方の一番身近におられる方ですね、ご近所の方等への自助、

共助によるところの意識を高め、見回り活動を行いながら、災害発生時に地域で対応してい

ただくことが一番重要ではないかと考えておるところでございます。 

そのようなことからこの援護計画等ですね、の啓発を進めていくことがまず重要ではない

かと考えております。 

具体的にはですね、考えがまとまっておらないところでございます。非常に残念でござい
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ますか、計画書の中には具体的なことは盛り込んでおりませんので、今後ですね、実のある

計画書に作り変えていかなければならないのかなと思っているとこでございます。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）続きまして、教育部局にお尋ねしてみたいと思います。学校とか子ども

のことについて。 

○議長（村山 昇君）今井教育振興課長。 

○教育振興課長（今井一久君）答弁をさせていただきたいんですが、ちょっとこちらの質問の

趣旨をですね、逸脱しておりまして、事前の準備等々についてやっていたんですが、それ

をそれじゃなく。実は災害が起きたっていうことでございますので、まず災害がもし発生

いたしましたら、まず各学校の方の状況の把握をまずしたいと思います。 

全町的にですね、熊本地震程度と同じようなですね、もう地震等が発生した場合には、恐

らく今、予定している避難所だけでは足りないと思いますので、各小学校、中学校の施設で

使えるところについてはですね、そちらの方にすぐ転用できるような形でまず施設の破損状

況等を把握したいと思います。 

で、あとはですね、一応、防災計画の中に災害活動に協力する 3団体、婦人会の連絡調整

に関することでございますけど、実際我々も熊本地震の時にはですね、5 月、4 月、5 月の

初めぐらいには集まった物資を実際熊本市内の方に持っていったんですが、そちらの方、避

難所の方は小学校だったんですけど、なかなか人的なところもですね、大変だったような状

況もちょっと目の当たりにしておりますので、そういう段階で当然婦人会の方々も実際、自

分が被災されている可能性もあるんですが、まずこういう団体との連絡調整を、人的な配置

とかそこらあたりで連絡調整にあたりたいと思います。 

当然、台風とか大雨とかですね、予想できる分についてはですね、予防的な措置は講ずる

っていう答弁書を用意していたんですけど、ちょっと趣旨が違ったみたいで申しわけござい

ません。 

以上です。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）その他の課でも準備なされているのかもしれませんけど、大変時間がこ

ればっかり取るわけいきませんので、私がこうやってお尋ねしたのは、日々職員の少ない

中でいろんな仕事はされないかん。 

でも明日起きる大きな地震が来るかもしれませんし、大雨でこの地域がやられるというの

は非常にもう身近なところに災害が潜んでいるということを念頭に置いていただきたいもん

ですから、今、何もない時にできればそういうちょっと時間がある時に皆さん方で各課で対

応がもし被災を受けた時にどんなことがあるんだろうかというのを想定しとかれると実際起

きた時に非常にある面で楽かなと。 

もう右往左往するというそらさるっと思いますけど、やっぱり心の準備ちゅうか、そこの

準備をしていることにこしたことないということで質問させていただきました。 

ここでちょっと 1 時間、3 時過ぎていますので、休憩を取らせていただきたいと思います。 

この項はもうこれで終わらせていただきます。 

○議長（村山 昇君）ここで暫時休憩いたします。 

（午後 3 時 5 分休憩） 

（午後 3 時 12 分開議） 

○議長（村山 昇君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。4番瀬崎哲弘君。 

○４番（瀬崎哲弘君）続きまして、観光行政についてということで、まず 1 番目に町長の観光

事業への考え方、町としての観光事業がどんな考え方を町長がお持ちかということでお願
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いします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）答弁の用紙なしにしゃべってもいいですけど、一応まとめてきました

ので自分なりに話をさせていただきたいと思います。 

先日、新聞にも掲載されましたので議員ご存知だと思いますが、9 月 8 日先週の、先週の

土曜日だったですね、先々週か土曜日だったんですが、観光地域づくりフォーラムという催

しが行われました。 

これは私と議長と参加をしていたんですが、あと、県議、国会議員の秘書の方も来られて

いたんですが、最初に基調講演が九州産業交通のですね、観光の担当の方から基調講演があ

りました。 

それから 3高校、中央高校とそれから球磨工業ですね、それから南稜高校の子どもたちか

ら発表がありました。 

観光をこういうふうに考えるとか、ブランド化の問題とかですね、いろんな話がありまし

た。パネルディスカッションがあったんです。 

ちょっと時間が足りなかったかなっていう、ご本人たちもおっしゃっていましたが、結局

ですね、結論から言えば発信力のないところに観光客は来ませんよというのが結論であった

ように思います。 

これから 10 市町村で協力して幾つかのコースを設定してですね、観光客を呼び込む方向

で頑張ろうということで、その日のシンポジウムは閉じたんですけれども、共同宣言ではあ

りませんでしたが、お互い一緒に頑張っていきましょうということを確認したようなフォー

ラムであったというふうに思っています。 

そこでなんですけど、人吉市はいろんな問題抱えつつもですね、今私たちの住んでいる球

磨郡とは違っていまして、あそこは国宝青井神社と老舗の温泉旅館がありますので、こちら

を擁する一つの完成された観光地ですよね。 

ですから人吉球磨の観光といいますとこれまでどうしても人吉市が中心である。そちらに

光が当たってきたということは否めないと思います。 

これらの観光客を郡内まで引っ張ってくるにはじゃどうしたらいいのかというそれが私た

ちの課題であると思いますので、私たちが住んでいる場所に何か見るべきものがあるのかど

うか、それを観光客の皆さんに提示する必要があると思います。 

発信力のないところに客は来ないということでしたので、これから今までホームページを

充実しまして、ただ発信力としてはまだ足りないかなっていう気持ちも持っておりますので、

発信力のあるものができなければですね、今回の 10 市町村で協力してやっていこうと言い

ましたけれども、結局、人吉市をサポートして、人吉市に客を集めるだけのお手伝いになっ

てしまう可能性があるんですね。 

これはほかの 9町村みんなそういう危機感を持っていると思います。 

ですからこれの私たちの課題としては、多良木町の日本遺産を中心に神社仏閣だけではな

くて、その他の何かですね、観光客を引きつける何かがあるのかどうか。 

例えば、妙見野自然の森展望公園とか、いろんな場所を提起していかなくてはいけないか

なというふうに思っています。 

そして、それを発信ができてそこに多良木町にあとで議員ご質問にあると思いますが、今、

今どういう実績があるのかは担当課の方で話をすると思いますので、そういうものが今、大

分入り込みはあっているんですけど、それ以上に多良木町に観光客に来ていただいて、お金

を落としていただけるようにするためにはどうしたらいいのかをこれから考えていかなくて

はいけない。 

それも幾つかのコースを設定して、こないだフォーラムの後、後にですね、別の会議で東
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京の本郷にありますビッグホリデーっていう会社があります。旅行会社です。 

それとか近畿日本ツーリスト、これは大阪なんですが、それから日通の日本旅行、これも

大阪ですね、それから西日本旅客鉄道と九州旅客鉄道の方々とちょっと円卓で話をする機会

がありましたので、その方々はいつでも来られたら、本郷に来られたらいつでもお話は伺い

ますというように言っていただきましたので、そういう部分も東京に出張した時には、話を

していかなくてはいけないかなというふうにも思っています。 

多良木の成り立ちをですね、鎌倉時代の上相良のからのずっとこう下相良に移ってという

話をあまり時間がなかったんですけど、した時に非常に興味を持ってもらっていました。 

それはたまたま私が話したから興味を持ったように見えただけなのかもしれませんけど、

そういうところを進化させていけば、多良木も十分魅力的な場所はあると思いますので、起

死回生のそういうものはなかなかないと思います。 

地道にですね、これから観光業に取組んでいきたいと、各課と話し合って取組んでいきた

いというふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）今、町長の答弁の中で、もしこんな言葉が出なければ心配だなあという

のがあったけど、最後の方に出たので安心しました。 

どんな心配かといいますと観光客に金をおとしてほしい。これは本町のねらいです。 

ただ来て見てもろうてああというよりもやっぱりこの町の活力をするためにはお金の循環

も必要だし、外資を稼ぐことは大事なことでございます。 

いつも私は同僚議員からばかにされるかもしれんけど、食う、寝る、遊び、そして学びに

なるというふうな私の持論で、例えば、錦町のホルモン街道というのも町を挙げて観光の事

業の中に入れていますし、私が一観光者としては、まず何ば食おうかとか。どこに寝ろうか

と。何ばして遊ぼうか。何か学ぶことのあるだろうかっていうことで行くし、いろんな目的

の人がいると思うんですけど、大半の方は食う、寝る、遊びというふうになっていくような

気がするんですが、それはいろんな部局で考えられることだと思います。 

それでは 2番目の本町への来訪者の分析調査はできているのかお尋ねいたします。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。来訪者の分析調査ということでございます

けども、これにつきましては、毎年実施しております観光統計調査、それからブルートレ

インの宿泊者へのアンケート調査、農家民宿や観光案内人協会等への聞取りといったもの

で分析をしているところでございますが、ただあの多良木町にこられた観光客すべての分

析ということにはちょっと当てはまらないかもしれません。 

平成 29年の入り込み客数というものを見ていますと、多良木町では 32万 1,207人でござ

います。 

これは前年度と比較いたしますと 1万 2,000人ほど減少しているというな状況でございま

す。 

そのうち日帰りが 31 万 6,933 人、大多数を日帰り客が占めているというような状況です。

宿泊者数 4,274人で全体の 1.3パーセントということになっております。 

外国人観光客の宿泊者ということでございますが、平成 27 年に 3 人、28 年に 11 人、昨

年、平成 29年度では 48人と外国人観光客については伸びてきているというような状況です。 

これにつきましては、昨年 5 月に開業されました農家民宿こちらへの宿泊が 5 月から 12

月までの間で 28 人ということで、非常にこうたくさんの方が農家民宿を利用されておりま

すということでございます。 

この外国人観光客については、農家民宿の方のお話を聞きますと、多良木町はやはり通過

点の一つにしかすぎないというようなことをおっしゃっているということでございますが、
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ほとんどがインターネットで予約をされて利用されているということでございます。 

ブルートレインの宿泊のことに関しましては、この前の質問にもありましたとおり、その

利用者はもうブルートレインそのものを好んで泊まりにこられるという方が多いわけですが、

中には、八栄街に行くのが楽しみといわれる方もいらっしゃるということでお聞きしており

まして、やはり食っていう部分では非常にこう大事なところがあるんじゃないかなというふ

うに思っております。 

日帰りの観光客でございますけども、これの一番多いのがやはりひな祭りのイベントをさ

れる時期にこられる方が多いということで、これ鹿児島の旅行会社でもバス旅行を計画され

ておりますので、それで引率されてこられるというケースも多いということでお聞きしてい

ます。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）今、課長の答弁の中に私が期待しているとおりの分析がちゃんとできて

いるなっていうふうに思っております。 

要は今度はこれをいかに分析を商業者ならばこれが一つの情報であって、それからどう戦

略を打つかという考え方、町も一緒だと思うんですけど、今後はそれを大事にしてほしいっ

ていうのと、もう一つ、農家民宿というのが確かにこれからはこの町の観光の一つの目玉に

なるなっていうのがありました。っていうのは、この前町長が出られたフォーラムかもしれ

ませんけど、この新聞の中に、国内の客ら団体から個人やグループへ、内容も見物から体験

型へニーズが多様化して、市町村の限られた範囲で受け入れるような対応をやっぱりするべ

きだというふうな言葉を書いておりましたし、現実に今まで来ていなかった外国人がする。 

だってもう外国人が来た時に、彼らはいろんなことをニュースをメッセージを伝えるわけ

ですので、その魅力があった八栄街の楽しみ方もそれも一つのメニューですし、もし許され

れば、例えばどこか伊賀か、忍者の、葉隠れ忍者かどこかは忍者の経験をしてくださいと言

って募集をしていましたし、忍者の職員が足りませんというニセ情報が出て、職員の給料が

欲しいということで、世界各国から応募があったと。 

でもこれが一つの町おこしになっているんだっていうこと言っておられました町長がです

ね。 

多良木町もほいじゃ特性を何を生かすかというと、牛飼いをしませんかとか、畜産をしま

せんかとか、牛乳絞りしませんか、北海道だけではなくできますよ。 

ましてや究極の酒づくりのお手伝いしませんかと。 

今、世界の球磨焼酎になっているわけですので、こういうものももしどこの部分かで許さ

れるならば、焼酎づくり体験という名のもとにですね、外国人を引っ張るということ。 

だから知恵はいろんな方法があると思いますし、今ある既存の文化財、資源は本当に勉強

する人には非常に大きな資源でしょうけど、それ以外の観光要するに食う、寝る、遊ぶ、学

ぶというないろんなことの中では、多角的にやっぱいろんなメニューを作る必要があると思

います。 

それでは続きまして、3 番目の質問にいきます。奥球磨を区切りとすればこの近年にどん

な人たちが訪れているのか。 

先ほど町内ということがわかったんですけど、例えば、奥球磨っていう言葉の中には湯前、

水上という言葉なんですが、ここからよその方を見た時に、ちょっと多良木と変わった人た

ちが来ているのかどうか、そこら辺もし情報あれば教えていただければ結構です。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）はい、お答えいたします。奥球磨という区切りということでご

ざいますが、平成 29 年、これ昨年でございますけど、奥球磨 3 町村の合計での観光入込客

数です。69万 5,638人、約 70万弱ということでございます。 
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そのうち日帰りが全体の 96.5 パーセント、残りが宿泊ということで、この割合について

は、多良木町とあんまり変わりはないというふうな状況でございます。 

この日帰り客につきましては、ひな祭り等のイベント、それから入浴施設の利用者という

ものも含まれておりますので、このような数字になっているということでございます。 

宿泊客を見てみますと先ほど多良木町の数字を申し上げましたが、湯前町が多良木町の約

倍近い 9,521人、水上村が 1万 849人ということで、大変、多良木よりも多い数字を超えて

います。 

やはりあの水上村では村内にできましたスカイビレッジでございます。これスポーツ合宿

という形で利用される方がこう近年増えているというような状況をお聞きしております。 

また、あの湯前町でもキャンプ場もありますし、またＢ＆Ｇといっていたところですが、

現在、合宿所も併設をされているということでございますので、そういったことを目的にこ

られる方が、本町と比べて多いというような状況でございます。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）今、奥球磨という仕切りをした場合で話し合いをしていただきましてあ

りがとうございました。 

私が知る限りの中では、水上村が非常に増えている。 

今言いましたスカイビレッジということで、非常に実業団クラス、そして有名な高校の駅

伝部が合宿を張っていまして、あちらの民宿、旅館が相当に賑わいをしています。 

してついでというわけにはいきませんけど、株式会社みずかみという第三セクターの物産

販売、キャンプ、そしていろんなことする事業者がありまして、そこの会社が久しぶりの利

益を出しているわけですね。 

町からの補助金をもろとってもですね、今まで赤字だったものが 700万ぐらいの黒字を出

しています。 

ちゅうとは人の入り込みがあって、入り込みがあったもんだから、村全体のそういう事業

者が活気が出てきたということですね。 

だからやっぱり観光とか、人が入るということは、その地域に活力になるということは間

違いなく大事なことでございますし、多良木町が元気がない元気がないって、みんなが言う

前に、例えば、いろんな料飲組合、そしていろんな方たちと町が率先してリーダーとして何

をすれば人が来てくれるんだろうかというのをぜひ検討をお願いしたい。さらなる検討お願

いしたいと思います。 

続きまして、3 番目です。多良木町観光協会へどのような仕事を期待されているのかって

いうことが質問でございます。 

実を言いますとここが土曜、日曜、月曜が 3連休的な扱いでございまして、私も仕事柄、

五木に行ったり、人吉市の青井さんの近くの人吉温泉物産館というところに納品に行ったり、

五木に行ったりしていました。 

この連休の人の多いことですね。 

五木というのは今、そんなに物はない、紅葉でもないんですけど、やっぱり人が尋ねたく、

行って行きたくなるようロケーションを持っている。 

青井さんは国の重文になり、外国人も多いんですけど、やっぱり青井神社の国宝を生かし

ながら、そしてそこで商売をしている物産館も非常に多いわけですよ。 

だから非常に今観光客ちゅうのは、安近短という言葉で、安心で近くていうような時間が

短いという日帰りを楽しむ人たちが多いわけですので、それに応じたやっぱりビジネスとい

うか、人たちはそれをしています。 

ところでは観光協会を非難するわけでなくて、私は観光協会が頑張るというからどんな支

援でもして頑張らせてやって、力を発揮していただこうかという考え方を持っているわけな
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んですが、どうも残念ながら 5月の連休は店は閉めておられる。 

あの施設は間借りの身分であるんでしょうけど、閉めておられまして、土曜日も何か閉ま

っとったような気が、日曜日ですね。 

だからちょっとそこら辺をですね、観光協会にどのような期待で役割を探されたのか、そ

れとこの前の日曜、祝日は店を開けておられたのか。 

私、月曜日も行ってみようと思ったけどちょっと時間がなくて行けなかった。日曜日は完

全に閉まっていました。 

何か公務員みたいな仕事をなされているような気がするんですが、間違っていればいけま

せんので、的確な情報を教えてください。 

祝祭日の仕事をなさっているのか、連休は仕事をされていたのか。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）はい、お答えいたします。基本的に基本的にといいますか、私

たちは、土日、要するに休みの日に観光に来られる方が多いので、できればその時に観光

案内できるようなシステムづくりということを当初お願いしていたところでございますが、

今現在はカレンダーどおりの営業といいますか、土、日、祝日に関しては、出勤は誰もし

ていないというような状況でございます。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）企画課から以前、この白濱旅館の運用、活用ということの要するに町外、

町内の利用、活用を見たらほとんど町外からの来町者が、視察者がないという事実を見て

いたわけですね。 

私はなるほどだと思いました。 

みんな来るのは祭日とか来るのに閉めてあるというのは、もう 1年前から事業者にお願い

しとって、非常にある面では何もかんも揃えないと商売ができないのかと私は言いたくなる

わけですね。 

やっぱりあれだけの今日、今朝、執行会議とか理事会とかいう言葉で会則を書きながら、

職員ちゅうのは 2人しかいないっていうんですけど、じゃあもともとあそこの会館は、教育

部局の中ではボランティアでもうみんなでしますよと。 

そして、いろんな形で運営していろんな人の入り込みします。運営は任せてくださいとい

うのが当初の白濱の活用でございました。 

まだ軒先だけを貸しているでしょうけど、だんだん母屋をとられるような、とられるとい

うか、頑張るというような期待があるもんですから、そこら辺に対して、町としては、どこ

までお願いしてどういうところを仕事してほしいのか。 

何か非常にこう遠慮があるような気がしてたまらないんですよね。事業者に対してですね。 

それでは私はいつまでたってもスムーズなのはできないような気がするんですけど、そこ

ら辺を今日は傍聴者がいなくてよかったと思います。 

お願いします。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）はい、お答えいたします。多良木町の観光協会でございますが、

午前中にも少し答弁させていただいておりましたけども、観光に関して民間の知恵を十分

に発揮していただきながら、事業者、それから町民、行政の連携ということで魅力あるま

ちづくりにつなげてほしいというような期待をしているところでございます。 

やはりあの観光による交流人口、それから関係人口というものの増加に関しましては、活

性化させる上で、地域への経済効果をいかに向上させるかということが一番のかぎではない

かというふうに思っておりますし、人吉球磨全域においても先ほどの町長の話の中にありま

したとおり、日本遺産観光地域づくり協議会というものを立ち上げて進めているところでご
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ざいますが、本町の観光協会においてもたくさんの観光客が来ていただけるような提案とい

うものを期待しているところでございます。 

今の理事の中では、まずは自分とこで事業をやりながらそれを地域の住民の方に知ってい

ただいた上で、会員を募りたいというようなお話のようでございますけども、やはりあのた

くさんの方にこの事業に携わっていただくということが必要でございまして、やはりあの町

民の方、事業者の方も観光協会ができたのでそこがやるということでなくって、自分のこと

として捉えていただきながら連携をしていただくということをお願いしたいなというふうに

は思っております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）ぜひですね、私自分の商売のことばっかり言って恐縮ですが、例えばの

話で、自分の商品を置かせてくださいという時に、まずある店に営業に行った時には、ま

ず軒先で売らせてください。 

そして、その実績を誇示して中に入れさせてくださいっていう売り方をして、自分の確固

たるポジションをとるわけですね。 

だからあそこもですね、やっぱり何もかも揃えたとか、何からじゃなくて、本当にやる気

があって、本当に町のことを思うならば、日曜日だろうが何だろうかっていうぐらいのがむ

しゃらな経営をしてほしいて思うんですね。 

非常にこの格好いい形で平日でも観光客は本当に来ますかね。皆んな日曜、祭日、祝祭日

の安近短なんですよ。 

そこから入るから、当面はやっぱそこら辺を月 1回ぐらいは休みを取り、ローテーション

で回して、して、まずはあそこの施設を開けないと観光協会が開けないちゅうことは、文化

協会というかその教育部局の白濱もだれも見られないわけなんです。 

だからやっぱそこら辺を観光協会の事業者の皆さんによおく話をしていただいて、やっぱ

り活性化をさせるためにはいかにここの場所が大事なのかっていうことを力説されてですね、

ご協力をいただく。 

そして、観光協会の中でボランティアを結びつけるとかですね、そういうふうななんか名

案があってもいいと思うんですけど、町長はどんなお考えでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、これまでは文化財というのは保存をしていきましょうという法

律だったんですが、今はもう活用していきましょうという形になっていますので、白濱旅

館については、活用していこうというふうな形でおります。 

今、白濱旅館を利用しておられる方々は、これは教育委員会の方で把握しているんですが、

相当数いらっしゃいます。 

瀬崎議員の今のご意見はですね、観光協会の方に間違いなく担当課の方から伝えてもらい

たいと思います。 

観光協会の方々は瀬崎議員を非常に高く評価されています。瀬崎議員の今やっておられる

仕事に関してですね、観光協会を指導的にやっておられる方々は、非常に高く評価しておら

れますので、瀬崎議員に対しても今後お願いがあるかもしれませんが、その時にはですね、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

これまではですね、何をやったらいいのかわからなかったと思うんですよ。 

それが先ほど担当課長も言いましたように、これからはいろんな旅行業の方々とも話をし

ていきたいと思うし、自分でもあそこの今度事務局長になった方がですね、勉強して観光関

係の免許を取りたい、免許というか資格を取りたいというふうに言っておられますので、資

格を取るだけではなくて、そういうそのいろんな先ほど申しましたが、東京とか大阪、それ

から熊本、福岡あたりにある観光業者の方との話し合いもしていかなければならないでしょ
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うし、そこは今から観光協会の方で頑張っていかれると思います。 

今ですね、観光協会の方に伺ったらあそこで観光協会の中にいらっしゃる方が持っておら

れる仏像ですね、多良木町は寺社仏閣が多いもんですから、仏像を展示したいというのが言

っておられました。 

それからもう一つは多良木町にもいろんな芸術家の方いらっしゃいますので、そういう

方々の例えば、彫刻を置くとかですね、絵を展示するとかいうのを積極的にやっていきたい

というふうに言っておられましたので、前回、去年 29 年度の活動では、結果的にご承知の

とおり、お金を返還する、お金の一部をですね、返還するような形になってしまいましたけ

れども、今度はそこらあたりをしっかりやっていきたいというふうに言っておられますので、

そこに期待をしていきたいと思います。 

それからさっき言いましたビッグホリデーとか近畿ツーリストですね、そういうところの

名刺も差し上げて、話をしていただければなと思いますので、担当課の方を通じて観光の何

らかのコースをくみ上げていけないかなっていうところも話し合いをしていければなという

ふうに思っています。 

あそこに今来られている方々は最初は、白濱旅館については否定的な考え方でおられた方

もいらっしゃいますけれども、いざやはりできてみるとここで中心市街地の活性化とともに

観光業もやっていけるなって、観光業、観光協会を作ってほしいというのは、住民の方々特

に、商工会を中心にした住民の方々の要請で作られたわけですので、それはやはり作られた

方々は責任を持ってこれから頑張っていかれるというふうに思っておりますので、そこの展

開を見せていただきたいというふうに思っています。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）今、町長からご答弁いただきました。伝えていただいて結構でございま

す。瀬崎が申していたってことで。 

ただですね、委員会でも申し上げていたんですけど、みんなの中で。800 万ぐらいの予算

を拠出していますけど、返納されるべきでなくて私は当初ですね、使うしこ使うてですね、

もっと情報を収集して、まだ予算が足らんぐらいまずは動いてほしいなというのが先なんで

すね。 

この予算の中で動けないんじゃなくて、これだけ事業で一生懸命頑張るんです。 

今情報で立ち上げるべきには金は倍ぐらい使うてもいいなっていう、そしてもうだめと思

うたら早くやめることですね。 

だからそういうふうな考え方を持っております。 

それでは、続きましてこの項は終わり、空き家対策ということに入らせていただきます。 

空き家状況と対策並びに実績はということで、空き家情報というのは同僚の議員から過去

に何回も聞いておりますし、ただ私が今回この質問を上げたのは、私、厚生文教環境の委員

会で山形県とか新潟県に空き家対策のことについて聞いてまいりました。 

空き家対策というのはどこの町村もみんな悩んでいるとこなんです。 

そこで本町でもいろんなホームページで空き家の募集、情報を流しておりますけど、私た

ちがあえて委員会が行ったのは、それの先進地、要するに、町空き家対策をどのようにして

いるかということを学んでまいりました。 

その中でですね、これは山形県の遊佐町というところで、もう要約して話しますけど、空

き家物件を登録、ここはうちも一緒なんですけど、それに関しては、集落、ここはですね、

集落支援員が空き家調査や空き家の所有者への追跡調査をしております。 

どのように空き家になって、何年経ているのか。そして持ち主は誰なのか。そして、貸す

気はあるのか、売る気はあるのか、やっぱそういうものを調べている。 

そして、綿密にそういう情報を町の中に入れて、そして、ホームページとかああいうとこ
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ろに積極的に情報をやっています。 

そして、究極はなかなか応募者がない時には、若者に貸している。 

要するに、町内の移住の方とか、移住者に貸す情報ですね。売るんじゃなくて、そういう

のをやっているということで、空き家対策というのは、どちらかというと移住定住の手助け

というふうな考え方というのが強かったと思います。 

ともう 1件ですね、新潟県の出雲町というところは、ここも同じようなものなんですけれ

ど、空き家・空き地情報バンクということで、銀行みたいな情報を持っているということで、

ここは空き家対策室、特別に一人職員を張り付かせて、そして町の組織として情報を共有化

していろいろ実施しているということで、ここはちょっと変わっているのはですね、空き家

調査員ちゅうのはやっぱり、先ほどの遊佐町と一緒で作るんですけど、より信用性のあるち

ゅうか、信頼性の強い人を調査員に持っていっています。 

それはだれかというと元職員でございます。行政に携わった人ならば、ある程度やっぱり

安心という一つの信用を持っていまして、この方たちが結構踏み込んで空き家情報を入れ込

んでおります。 

だから、そういうことによって、例えば、いろんな情報のバンクをしとって、そして、多

良木町は勝手に売買してくださいねっていうホームページになっているんですけど、そうで

なくてある程度の物件の途中の情報までは入り込みのところまでは、調査員がお仕事として

やっている。 

あと、具体的なお値段とか、そういうものに対しては、本人同士ということでございます。 

というのは何でかというと、もし、そこの空き家の人がもちろん空き家だからだれもいな

いわけですけど、北海道に住んでいるとか神奈川に住んでいる時にこの調査員の皆さんが、

私がある程度預かっときますと。じゃあ鍵もお預かりしとっていいですか。そしたら興味の

ある人が見にくるわけですよね。 

その時に、不動産屋じゃないんだけど、そういうふうなものをしてやるということで、そ

れがやっぱり結構、効果があるということで私たちは学んでまいりました。 

そこでこの多良木町も空き家対策要する少子高齢化という一つの中にはもう、いろんな問

題は空き家というのは持っておりますので、その活用するためには、やっぱり何らかのやっ

ぱりあの今までみたいにもうただやり方じゃなくて、品を変え手を変えるという手法をです

ね、そこら辺を今日こうやって訴えているんですが、そこら辺についてのお考えはどんなな

んでしょうか。 

○議長（村山 昇君）岡本企画観光課長。 

○企画観光課長（岡本雅博君）お答えいたします。本町におきます空き家の件数ということは、

これまでも答弁の中であったと思いますが、平成 26 年度現在で 272 件、まあ現在はそれよ

りも増えているんだろうというふうに推察するところでございます。 

本町におきましては、昨年空き家バンクの制度というものを制度化させていただいており

ます。 

その前にも空き家情報という形で情報を提供するだけという形でしておりましたけども、

昨年制度といたしましたのの中には、熊本県宅建協会との協力を得ながら必要に応じて、そ

の取引業者を紹介するということも入れているところでございます。 

ただ、制度化したもののこれまでは登録があっておりません。残念ながら。 

それを踏まえたところで、今年度の固定資産税の納税通知書と一緒にこの空き家バンク制

度のお知らせを同封させていただいたところ、これまで 18 件問い合わせがありまして、そ

のうちの 10 件が申請をされているということで、今宅建協会の方にお願いをして、間取り、

それから使用できるかどうかの調査というものをお願いしているというような状況でござい

ます。 
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逆に、空き家を探しておられる方の相談件数ですけども、昨年は 11 件、今年度に入って

6 件あっているような状況で、まだまだ相談の件数は増えてくるんじゃなかろうかなという

ふうに言っております。 

やはりあの移住定住ということでは、一番に住むところが大事だろうというふうに思いま

すので、もったいない物件も数多くあると思っております。 

できるだけ登録していただいて、この借りたい方々との橋渡しに力を入れていければとい

うふうに思っております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）確かに、町としては一歩一歩前向きに取組んでおられるのは認めますけ

ど、できればそういうふうな特別な対策室というか、持って、そして安心できる元職員の

皆さんみたいな方をしとけば、宅建のとかいうと何かこう業者が入り込むというふうなイ

メージにありますし、もっと身近な感じで相談ができるんだなということでぜひお考えい

ただければと思います。 

それと先ほどの災害の時に申し上げました。 

このなぜこれが大事かというと、家主といわれる方、所有者という方とコンタクトを取っ

ているともし何かあった時に、応急的に一時住まいに貸していただけるんじゃないかと。 

災害があってから持ち主を探しよったって、そして人の土地に勝手に踏み込めませんので、

そういう時には町の協力ができますかという何かですね、雨風凌ぐだけでもいいというふう

な考え方とか、いろんな方法があると思います。 

だからそういうことも大事だと思います。 

一応もう私も自分の言いたい放題言ってもう答弁は求めませんが、一応そういうことで検

討していただきたいと思います。 

次に、ふるさと納税について入らせていただきます。現況と今後の展開による分析調査は

ということで、実は私が今これを出した時には、こんなにふるさと納税が一般質問を出す時

には騒がれてなくて、それから多良木町が非常にこう有名になったなあということを思って

おります。 

返礼品の規制ということで、これはかねがねみんな無茶苦茶やっているんだということは

知っておりました。 

せんだって南関町に行った時に、私の友達が南関町のふるさと納税のトップとしてやって

おります。これ民間です。 

かなり 1億 5,000万ぐらいのふるさと納税を受付けているということでした。 

どんな状況で受付けているって言ったらこれはもう民間に移譲させてもらって、町から

15パーセント手数料をもらっておりますということでした。 

そして、4 割の返礼品と、そして、町はもうかっているからお送り賃も町が払ってくれて

いる。 

自分たちの管理料が 15 パーセントということで、だから自分たち、ああ名称はふるさと

納税応援団ということです。 

だから、何も行政がしなくても民間でできるんだなっていうて調べてみたら、結構民間が

やっておられるわけですね。 

だから、そういう面で多良木町が今 4,000万近く努力のもとと思うけど、この前総務課長

がおっしゃいました。これもまだ少ない方ですよって自分で認めておられるわけです。 

世の中はみんな 1億の人が多いし、2億、3億というのはあるわけなんですね。 

だけど多良木町もそれはいいことか悪いかは別として、企画よりオーバーしていまして、

私はこれはどうでもいいんです。 

どうでもいいっていうのは、ふるさと納税というのをどのように重要な位置づけをなさっ
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ているか。産業としての町のにぎわいを持つために、裏を返せばですね、規制を破ってでも

したくなるという考え方なんですよ。 

というのは、やっぱり町長とか町を運営する人は、地元産品業者、農林業が潤わなければ

いけない。 

これが一番大事なことであって、ふるさと応援ということで何かを出すということは、リ

ピーターが来ていろんなことをする。 

そのためには皆さん、総務省があんなにやかましゅういうてもするということは、約束を

破ってでもするという魅力というふうに考えてほしいわけなんですね。 

だから多良木町も 4,000万ぐらいを満足せずにいろんな人たちにもっと知恵をもらうため

に、あえて現状をどのように、たまたま総務省からの通告も出ていますので、お尋ねしたい

のは今後の考え方はどうなっているかということをまず最初お尋ねしてみたいと思います。 

○議長（村山 昇君）松本総務課長。 

○総務課長（松本和則君）はい、今、議員も予算のところでですね、説明も申しましたので、

今年の目標は 4,000万ということにしております。 

ただ、これは昨年同期の 2倍のペースではございます。 

このふるさと納税ですけども、昨年から伸び始めたんですけども、もう一番の理由は、昨

年 6月からのふるさとチョイスと本年 2月からのさとふるこの二つのふるさと納税ポータル

サイトの活用が要因となっております。 

せっかくこう伸び始めてきているところではあったんですけども、今月初めの新聞等に掲

載されましたとおり、総務省が返礼品を地場産業に限る。 

また、あの調達費を給付額の 30 パーセント以下にするということを法制化するというこ

とでございます。守らない自治体は税の優遇措置を受けられないようにするということでご

ざいますので、本町が送料によって少し変わるんですけども、調達費が約 4割程度となって

おります。 

これはもう見直さなければ優遇措置を受けられないということで見直すこととしておりま

す。 

これで返礼品が 3割以下の地場産品のみということになりますと、どうしても品ぞろえの

良い有名どころの自治体がどうしても有利になってくるというふうに考えておりますので、

多良木町にとっては今後は少し厳しくなるのかなとは思っております。が前向きに捉えます

とですね、今のところ 3割以上返礼をする自治体として、新聞等で公表もされたところです

ので、今年はこの寄附額が増加する可能性があるところでございます。 

10 月中旬までにはこの返礼品の納入者と今後の対応について協議をするところでありま

すけども、あわせましてですね、どうしてもこの返礼品の品揃えの充実を図っていきたいと

いうふうに思っております。 

それもぜひこう納入業者、また新たな納入者の方の開発というのも必要になってくると思

います。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）今、総務課長が説明されました。本当に情報というならもうせんだって

もう総務省が言う前に人吉市なんかは多良木のメロンを送いよったわけですよ。南関町だ

っていろんなところの要するに、民間がするもんでやっぱり魅力のあるもの取りそれたい

という考え方があってやっていたわけですね。 

だから、今、3 割という限度ちゅうのは、ようやくリセットできて、これからピンチがチ

ャンスになるという、まあ中学校の言葉じゃありませんけど、やり方次第では、多良木町は

これからうんと浮上する可能性を持っています。 

そのためにはやっぱり、私はやっぱ民間にある程度譲って、多良木町は納税 7割をもらう
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んでなくて、民間の方に 2 割やって、そして、3 割の返礼をするということで、例えば、具

体的にいうと創生機構に仕事をしてもらって、これからそういう事業でいろいろ運営をして

いただくというふうな考え方ですね。 

南関町も実は納税応援団にふるさと応援団がして、そして今度はそのお金、要するに、ふ

るさと納税のお金を基金を何に使ったかというと、6 次産業化の施設を 1 億 5,000 万で造っ

たんです。 

これはせんだって、農林課長、どっちやったかな、一緒に見学に行かせていただいたんで

す。担当課の方とですね。 

そこでそういうお話を聞いてきたんです。ふるさと納税で町は農産加工基地を造ったと。

そういうことによってまたさらなる仕事が増えたっていうやり方なんですね。 

だから、行政ばっかりではわあわあ、わあわあじゃなくて、仕事が多い中にやってしまう

と手持ちがそこまでになってします。 

ある程度柔軟に民間に活用させてやるともっと行き方も違うし、メニューも変わってくる

かもしれませんし、そういうもので自分たちがやっぱり産業興しの、自分自身も潤うという

な考え方になるんじゃないかなという考え方を持っております。 

今、唐突に申し上げましたけど、今後ふるさと納税に対しての考え方を町長何かお考えが

ひらめけば。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、私が就任する前は 1,300 万ぐらいでしたので、まずはこれ何と

かして子育てへの資金に使いたいと思っていたもんですから、増やすようにしましょうと

いうことで、先ほど総務課長が言いましたように、ポータルサイトを二つ増やしてもらい

ました。 

これは私がやったことでなくてもうすべて職員の方々が頑張ってくれたその成果が今の

3,000万から 4,000万の間の金額になっていると思います。 

民間がやるというご提案を今いただきましたが、確かにですね、経済的な底上げをするた

めには民間がやるということも、民間が儲かるわけだからですね、儲かればそれだけ仕事に

対して打ち込むといいますかですね、熱心になられるということもあると思いますので、こ

れはどこの、創生機構というふうにご提案がありましたが、創生機構今 2人職員がおります

けれども、創生機構の方で地域商社としてそれをできるかどうかとか、その辺のくみ上げは

またちょっと必要かなと思いますので、この件についてはちょっと考えさせて頂けばと思い

ます。 

ただ、3 割になったということですね。間違いなくふるさと納税をされる方は、これいろ

いろきれいごとを抜きにして、返礼品が目的というのは、これは都城の方から聞いたり小林

市、小林市もかなり金額を上げておりますので、聞いた部分では、間違いなくその返礼品を

目的にしておられる方々が多いと思います。 

それ以外に、やはりふるさとに対して何らかのこう投資をしたい、投資というか手伝いた

いという気持ちの方々、やはりこの二つがあると思います。 

ですからそのできれば私たちはたくさんいただきたいと思って逸脱したような形でやりま

したけど、それはもう本年中に、12 月末までにポータルサイトと話をして、それはもう 3

割までに引き下げたいと思っています。 

これは来年からそれが受けられなくなるという法制化をされるということですね、これは

もういたし方ないと思いますが、その後の展開にはついてちょっと議員のご提案も含めてで

すね、考えさせていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（村山 昇君）4番。 
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○４番（瀬崎哲弘君）ぜひ前向きなご処置をお願いしときます。 

最後になります。上球磨消防署についてということで、実は私、2、3 日前に回ってきた

広報も見て愕然としたわけなんですね。 

広報が悪いんじゃないですよ。一所懸命しとんなさっている。 

でも、広報の中に、いつ上球磨消防署のことが書いてあるのかな。何か南幌町の子どもの

交流が 3ページばかり書いたりして、ちょっといろんな拠点で町民が関心を持っているとこ

ろ例えば、安全と生命と財産を守る新拠点ということでなり、12 億も使う仕事が町の広報

の中に載っていないということに一つの寂しさを感じました。 

また、私たち議員すら消防議員の皆さんはご存じでしょうけど、そういう起工式があって

もう何かこういう情報がわからなかった。 

私はあえてこの一般質問したのは、これが町民に唱えられる議会を通じて言えることだと

思って見出しを上げていたんですけど、広報にも載っていなかったので少し残念だなという

感じをしました。 

そこで、私自身はこの人吉新聞の 8 月 28 日の庁舎改築工事安全祈願祭というもので通知

で見て、そして消防署となる吉瀬町長、組合長の考え方もわかりました。 

ここで改めて町民の皆さんというか、私たちも含めて、どういう消防署なのかっていうの

が、あえて聞くのはですね、消防署もあさぎりにとられるんじゃないかとか、多良木町から

何もなくなるんじゃないかという言葉を以前聞いていたわけですよ。 

そうじゃありませんよと。多良木町も町長以下皆で頑張ってこの多良木町に残したんです

よというメッセージも含めて言いたかったもんですから、ぜひお願いします。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

○町長（吉瀬浩一郎君）はい、消防の方に行っておられる消防議会の議員の方はご保存だとと

思いますが、消防組合の進捗についてはですね、こちらの議会でもお話を直接したことは

ありませんし、それから広報たらぎにも載っていないということで、ここでちょっと詳し

くですね、せっかくご質問がありましたので、お伝えしたいと思います。 

それから今、消防組合のインターネットのですね、サイトに載っている部分についてのみ

をご報告になると思いますが、そこはご了承いただきたいと思います。 

私の答弁がちょっと長くなったりするので、長くなったりしますので、随分資料を用意し

て丁寧に説明しようと思ったんですが、ちょっと時間も 8分しかありませんので、早目にあ

んまりゆっくりではなくてですね、ご説明させていただきたいと思います。 

詳しく説明しようと思いますが、ちょっと端折って説明する分もあるかもしれませんがよ

ろしくお願いします。 

議員の皆さんとですね、上球磨消防組合の議会のお二人の議員こちらから出ておられます

けれども、これまで上球磨消防組合の庁舎建設に関して、いろんな側面からですね、ご指導

ご助言をいただきました。 

簡単にいったのではありません。非常に一波乱、二波乱ありました。大きなのがですね。 

正組合長会議で建設的な議論を進めてきました。 

そして、議会にもですね、非常にご協力いただいて、3 月の議会の折には、消防組合関連

の予算をですね、各町村なかなか財政的に厳しい中で、1回で通していただきました。 

これは本当にありがたかったんです。 

ある町村には恐らく説明に行かなくちゃいけないだろうなと思っていましたら、そちらも

もういいと通すからというなこと言っていただきましたので、これは大変ありがたかったと

いうことですね。 

先月 27 日に無事起工式が終わりました。9 月から着工ということになるんですが、これ

もですね、上球磨消防組合の議員の皆さんと多良木町そしてほかの 3町村の議会の方でスム
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ーズに予算を通していただいたその結果であるというふうに思いますので、そのご協力に関

しては深く感謝を申し上げたいと思います。 

本町からもですね、今、消防組合の議会の副議長を

別委員会の会長をされている、委員長をされている山中議員にはですね、本当によくいろい

ろとあの場所に庁舎を建てるという事業を完遂させるということについてですね、多良木町

に残していただくということで非常に大きな力があったと思います。本当に改めて感謝した

いと思っております。 

無事起工式を迎えることができたので、そのことにまずもってですね、お礼を申し上げた

いと思います。 

私は、昨年の 2月に現在の職につかせていただきましたので、何分前からの資料も随分読

み直しましたけれどもやはり経験不足ということは否めません。 

前からいた方々にいろいろこう聞きながらですね、それから消防職員に聞きながらその都

度、多良木町の環境整備課の職員もかかわっておりましたので、聞きながら助言をもらいな

がら今日に至っているというところです。 

今後、事業が進みますにつれて、議会の皆さん方にご相談申し上げなければならないこと

も多々出てくると思いますけれども、事態、いろんな事態が発生するかもしれませんが、関

係 4町村の議会の皆さんとりわけですね、多良木町の議会の皆さんとそれから市町村長の。 

○４番（瀬崎哲弘君）本題に入ってください。 

庁舎がどれぐらいでできるか。 

○町長（吉瀬浩一郎君）やっぱりこういうふうになるんですよね、すいません。じゃあですね、

本題に入って上球磨消防署について、ネットの上で掲載されている情報だけをですね、お

伝えしたいと思います。 

工事名は上球磨消防組合消防庁舎建設消防庁舎等建設工事というふうになります。工事の

概要は消防組合の庁舎、の庁舎及び車庫、それからその工事一式ということで、庁舎はＲＣ、

鉄筋コンクリート造ですね、2 階建てで 1,666.12 平方メートル、車庫の方が平屋建てで、

この庁舎は 2階建てですね。 

車庫平屋建で 575.29平米で、このほかにですね、周辺の外構工事も行います。 

工期は平成 30 年の 8 月 1 日、なっていますが実質的な工事は 9 月から入るんですが、平

成 30年の 4月 26日までと一応工期はなっておりますけれども、これは伸びる可能性もあり

ます。 

工事請負をした会社は味岡・丸昭建設工事共同企業体ということです。 

請負金額がですね、7億 1,820万円ということで落札をしております。 

管理業者の委託、管理あそこの建物の管理をやっていただく会社ですね、これは設計業者

のマックという会社が請負金額が 2,646万円で落札をしております。 

事業経過は入札が 7 月 26 日に行っておりまして、契約締結の議案の可決が臨時議会をそ

の後開いていただいて、7月の 30日の臨時議会でご可決いただいております。 

多良木町職員の派遣に関する契約というのを環境整備課の職員と消防署と結んでおります

ので、それを行っているということです。 

築後の新しい機能としてどういうものがあるのか、ここまでもうよろしいですか。という

ことでご質問いただいておりますので、全体的には慢性的なこれまでのスペース不足の解消、

それから効率的な動線の確保、女性職員がおりますので、女性職員の対応への対応、それか

ら大規模災害にも対応した施設の整備を行うという予定です。 

それからこれまでなかった仮眠室、共有スペースから個室、これまでは共有スペースでし

たので、仮眠室を個室化します。これが新しいものです。 

それから多目的トイレ 1階に設置しますが、障害者やおむつを、子どものおむつを替える
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場所も用意をしております。 

それから出動準備室というのが今度新しく設置しまして、事務室併用から新設、動線が確

保しやすく、装備装着の確認も容易ということで出動の準備室を行います。それからやりま

す。 

それから女性職員室を別に設けます。 

それから消毒室ですね、オゾン水発生の装置の導入ということとエレベーターを今、県の

方ので決まっておりまして、2 階以上あるものにはエレベーターをつけなさいということで、

ですから新しくエレベーターをつけるということになっております。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）2分残していただきましてありがとうございました。 

新しい機能ということでより便利な迅速な対応ができるんでしょうけど、例えば、この通

信指令システム更新というのはどういうことなんでしょうか。 

○議長（村山 昇君）町長吉瀬浩一郎君。 

あと 1分ですから、時間内。 

○町長（吉瀬浩一郎君）これまで通信指令システム入れていますけども、それかなり老朽化し

ています。 

本当はもうちょっと早く何とかしなくてはいけなかったんですが、これまでずっとずれ込

んできていて、今度の校舎、庁舎新築において新しくやると。 

これはよく放送がありますよね、今、消防署からですね。あれの全体的な指令システムで

どこの部分に今、火災が発生、またどこの部分で事故が起きているっていうのそういうのが

全体的には 4町村のすべての地区にチェックができるという指令システムのことであります。 

○議長（村山 昇君）4番。 

○４番（瀬崎哲弘君）ありがとうございました。新しい消防署ができるということで、住民の

生命と安全が守れるということに十分期待していましてまた、多良木町の方に据えていた

だいたということに大変感謝申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

どうもお世話になりました。 

○議長（村山 昇君）これで 4番瀬崎哲弘君の一般質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

（午後 4 時 10 分散会） 
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